
ビル用マルチエアコン室外ユニット 
LXZシリーズ

据付説明書

「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、「1. 据え付けの前に」のご注意および本説明書
 に従い据え付けおよび取扱いをお願いします。

PSC012D222B
202606

塩害機 FDCSP1121, 1401, 1601 LXZ
適用室外型式

標準 FDCP1121, 1401, 1601 LXZ

◎ 本説明書は室外ユニットと総合工事仕様について示したものです。
室内ユニットおよび安全対策機器（検知警報機・安全遮断弁・換気装置）についてはそれぞれ付属の据付説
明書および安全対策マニュアルをご覧ください。
安全対策マニュアルは三菱重工サーマルシステムズのWEBにて技術資料とともに公開しております。

◎ 据付される前にこの据付説明書をよくお読みいただき、指示どおり据付工事を行ってください。

据付関連事項
据付時には据付場所の選定、電源仕様、使用可能範囲（配管距離・室内外高低差・電源電圧など）・据付スペー
スなどが適正であることを確認してください。
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安全上のご注意
●ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
　いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。

警告 誤った取り扱いをしたときに、死亡や重傷などの重大な結果に結び付く可能性が大きいもの。

注意 誤った取り扱いをしたときに、傷害を負う可能性、または物的損害の可能性があるもの。状況によっ
ては重大な結果に結び付く可能性があるもの。

●本文中に使われる「絵表示」の意味は次のとおりです。

絶対にしないでください。 必ず指示どおりに行ってください。

アース（接地）を確実に行う。

●�据付工事完了後、試運転を行い異常がないことを確認するとともに取扱説明書にそって「安全上のご注意」
や正しい使用方法、お手入れの仕方をご指導ください。
●�据付説明書は取扱説明書とともに、お客様で保管いただくように依頼してください。またお使いになる方
が代わられる場合は、新しくお使いになる方に、据付説明書と取扱説明書をお渡しくださるよう依頼して
ください。

　　警　　告
据付は、お買い上げの販売店または専門業者に依頼する。
　�ご自分で据付工事をされ不備があると、水漏れや感電、火災、ユニットの落下によるけがの原因
になります。

据付工事は、据付説明書に従って確実に行う。
　据付に不備があると破裂、けがの原因となり、また水漏れや感電、火災の原因になります。

設置工事部品は必ず付属品および指定の部品を使用する。
　�当社指定の部品を使用しないと、ユニット落下、水漏れや、火災、感電、冷媒漏れ、能力不足、
制御不良、けがなどの原因になります。

小部屋に据付ける場合は日本冷凍工業会のガイドラインJRA GL-16に従い、万一冷媒が漏れても限
界濃度を超えない対策をする。
　�限界濃度を超えない対策については、販売店と相談して据付ける。万一、冷媒が漏えいして限界
濃度を超えると酸欠事故の原因になります。

部屋のレイアウト、間仕切りを変更するときは、お買い上げの販売店に相談する。
　�冷媒漏えい時に必要な安全対策の再検討が必要になります。必要な安全対策を怠ると燃焼濃度に
至る可能性があります。

ろう付け用のガスバーナーを使用する場合，携帯形漏えい検知器を携行し冷媒漏れがないことを確認する。
　�冷媒が火気に触れると火災の原因になることがあります。

作業中は通気の良い状態にし，周囲に火気がないことを確認する。
　�冷媒が火気に触れると火災の原因になることがあります。

作業中に冷媒が漏れた場合は換気する。
　冷媒が火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。

据付工事完了後、冷媒ガスが漏れていないことを確認する。
　�冷媒が室内に漏れ、ファンヒーター、ストーブ、コンロなどの火気に触れると有毒ガスが発生す
る原因になります。

ご使用の前に
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　　警　　告

ユニットを搬入する際、重量に適合したロープをユニットの所定位置に掛けて行う。また横ズレし
ないよう固定し、確実に４点支持で実施する。
　３点支持など搬入方法に不備があるとユニットが落下し、死亡や重傷の原因になります。
据付は、重量に十分耐える所に確実に行う。
　強度が不足している場合は、ユニットの落下などにより、けがの原因になります。
台風などの強風、地震に備え、所定の据付工事を行う。
　据付工事に不備があると、転倒などによる事故の原因になることがあります。
電気工事は、電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」「内線規程」および据付
説明書に従って施工し、必ず専用回路を使用する。
　電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災の原因になります。
元電源を切った後に電気工事を行う。
　感電、故障や動作不良の原因になることがあります。
電源配線は、電流容量、規格に適合した配線により工事をする。
　適合品以外の配線を使用した場合は、漏電、発熱、火災などの原因になります。
配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないよう
に固定する。
　接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災などの原因になります。
室内外ユニット間の配線は、端子カバーが浮き上がらないように整形し、サービスパネルを確実に
取付ける。
　カバーの取付けが不完全な場合は、端子接続部の発熱、火災や感電の原因になります。
電源線が損傷した場合は安全のためご自分で交換せずメーカー代理店または専門業者に交換を依
頼する。
　電源接続部にはほこりの付着、詰まり、がたつきがないことを確認し、確実に接続する。
　ほこりの付着、詰まり、がたつきがあると、感電、火災の原因になります。
配管、フレアナット、工具はR32・R410A用ツールのものを使用する。
　�既存（R22)の部材を使用すると、機器の故障と同時に冷媒サイクルの破裂などの重大な事故の原
因になります。

フレアナットの締付けはダブルスパナで行い、トルクレンチで指定の方法で締付ける。締付け過ぎ
によるフレア部の破損に注意する。
　�フレア部のゆるみ、締付け過ぎによる破損が発生した場合に、冷媒ガスが漏えいして酸欠事故の
原因になることがあります。

オプション部品は、必ず当社指定の部品を使用する。また取付けは専門業者に依頼する。
　ご自分で取付けをされ、不備があると、水漏れや感電、火災などの原因になります。
据付時や点検・サービス時など、ユニット内の作業を行う場合は、電源を切ってから行う。
　�据付・点検・修理にあたって、ユニット電源ブレーカがONのままだと、感電や故障およびユニッ
トファン回転によるけがの原因になります。

エアコンを移動、再設置する場合は、販売店または専門業者に相談する。
　据付に不備があると水漏れや感電、火災の原因になります。
ポンプダウン作業では、操作弁を閉じた後、冷媒配管を外す前に圧縮機を停止する。
　�圧縮機を運転したままサービスバルブ開放状態で冷媒配管を外すと急激な冷媒漏れによる凍傷、
けがの原因になります。また空気などを吸引し、冷媒サイクル内が異常高圧になり、破裂、けが
などの原因になります。

サービスパネルは確実に取付ける。
　サービスパネルの取付けに不備があると、ほこり、水などにより、火災、感電の原因になります。
本機は工場、農場、商業施設の専門家、訓練を受けた方による使用を想定する。
メンテナンス後にすべての配線およびタイラップなどを元の位置に戻す。
　金属部品との距離を確保する必要があります。

正しい容量の全極しゃ断するブレーカ（漏電しゃ断器・手元開閉器（開閉器＋B種ヒューズ）・配線
遮断器）を使用する。
　不適切なブレーカを使用すると故障や火災の原因になります。
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　　警　　告
冷媒配管の断熱は確実に行う。
　�不完全な断熱施工を行うと配管などの表面が結露して、露たれなどを発生し、天井、床その他、大切
なものを濡らす原因となることがあります。また、断熱が不十分な配管を触るとやけどの原因となります。

漏電しゃ断器は必ず取付ける。
　漏電しゃ断器が取付けられていないと火災や感電の原因になることがあります。

お子様が遊ぶことがないように管理してください。

エアコンの設置や移設の場合、冷媒サイクル内に指定冷媒（R32）以外の空気などを入れない。
　空気が混入すると冷媒サイクル内が異常高圧になり、破裂、けがなどの原因になります。
パネルやガードを外した状態で運転しない。
　�機器の回転物、高温部、高電圧部に触れると、巻き込まれたり、やけどや感電によるけがの原因
になります。

改修は絶対にしない。また、修理はお買い上げの販売店に相談する。
　修理に不備があると水漏れや感電、火災の原因になります。

身体面、精神面で健康を害されている方、お子様は安全責任者による指導を受けていない場合は使
用しない。

密閉された部屋で配管ろう付け作業をしない。
　酸欠事故の原因になります。
冷媒配管工事、気密試験および真空引きが完了するまでは、サービスバルブ（液、ガスとも）を開
けない。
　�冷媒配管が確実に取付けておらず、サービスバルブ開放状態で圧縮機を運転すると、急激な冷媒
漏れによる凍傷、けがの原因になります。また空気などを吸引し、冷媒サイクル内が異常高圧と
なり、破裂、けがなどの原因になります。

ドレン配管はイオウ系ガスなど有毒ガスの発生する排水溝に直接入れない。
　�室内に有毒ガスが侵入し、中毒や酸素欠乏になるおそれがあります。また、室内ユニットを腐食
させ、故障や冷媒漏れの原因になります。

保護装置の改造や設定変更をしない。
　�圧力開閉器や温度調節器などの保護装置を短絡して強制運転を行ったり、当社指定の部品を使用
しないと、火災や爆発の原因になります。

アース（接地）を確実に行う。
　�アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線に接続しないでください。アース（接地）
が不完全な場合は、故障や漏電のとき感電の原因になることがあります。またガス管にアースす
ると、ガス漏れのときに爆発、引火の可能性があります。

　　注　　意
製品の運搬は十分注意して行う。
　�20kg以上の製品は原則として2人以上で行ってください。PPバンドなど所定の位置以外を持っ
て製品を動かさないでください。また素手でフィンなどに触れるとけがをする場合がありますの
で保護具をご使用ください。

梱包材の処理は確実に行う。
　�梱包材にクギなどの金属あるいは、木片などを使用していますので放置状態にしますとけがをす
るおそれがあります。また梱包用のポリブクロでお子様が遊ぶと窒息事故の原因となりますので、
必ず破いてから廃棄してください。

室内ユニットの近くで溶接作業を行う場合は十分注意し、ユニット内へのスパッタの浸入を防止する。
　�溶接作業時などに発生するスパッタがユニット内に浸入した場合、ドレンパンなどに損傷（ピン
ホール）をあたえ、水漏れなどの原因になることがあります。ユニット内へのスパッタの浸入を
防ぐため梱包状態のままにしておくか、覆いなどにより必ずカバーをしてください。
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　　注　　意
冷媒配管工事終了後は窒素ガスによる気密試験を行い、漏れがないことを確認する。
　万一、狭い部屋に冷媒ガスが漏えいして限界濃度を超えると酸欠事故の原因になることがあります。

据付工事は、この据付説明書に従って確実に行う。
　据付に不備があると、異常振動・騒音増大の原因になります。
工事、点検、メンテナンス作業のための規定のスペースを確保する。
　スペースが不足する場合は、設置場所からの転落によるけがの原因になることがあります。
室外ユニットを屋上あるいは高所に設置する場合は、転落防止のため、通路には恒久ハシゴ、手す
りなどを、また室外ユニット周辺にはフェンス、手すりなどを設ける。
　フェンス、手すりなどがない場合は、設置場所からの転落によるけがの原因になることがあります。
正しい容量のヒューズ以外は使用しない。
　針金や銅線を使用すると故障や火災の原因になることがあります。
病院、通信事業所などの電磁波を発生する機器の近く、高周波の発生する機器の近くでは据付け、
使用しない。
　�インバーター機器、自家発電機、高周波医療機器、無線通信機器の影響によるエアコンの誤動作
や故障の原因になったり、エアコン側から医療機器あるいは通信機器へ影響を与え、人体の医療
行為を妨げたり、映像放送の乱れや雑音など弊害の原因になることがあります。

洗濯室など、水の掛かる場所では使用しない。
　�室内ユニットは水の侵入に対する保護はしておりません。水が掛かると感電、火災の原因になる
ことがあります。

長期使用で傷んだままの据付台を使用しない。
　傷んだまま放置するとユニットの落下につながり、けがの原因になることがあります。
次の場所への据付は避ける。
�以下の場所では、性能を著しく低下させたり、部品が腐食、破損したり火災発生の原因になること
があります。
・カーボン繊維や金属粉、 パウダーなどが浮遊する
・硫黄系ガス、塩素系ガス、酸、アルカリなどの機器に影響する物質の発生する所
・車両、 船舶など移動するものへの設置
・化粧品、特殊なスプレーを頻繁に使用する所
・油の飛沫や蒸気が多い所 (調理場、 機械工場など)
・高周波を発生する機械を使用する所
・海浜地区など塩分の多い所
・積雪の多い所 (設置する場合、 所定の架台、 防雪フードを取付けることが必要です)
・煙突の煙がかかる所
・標高1000m以上の所
・アンモニアの雰囲気にさらされる所
・他の熱源から熱放射を受ける所
・通風の悪い所
・吸込口、 吹出口に風の障害物がある所
・複数台設置の場合に、ショートサーキットが起きるような所
・強風の影響を受けやすい所 (室外ユニットに直接強風が吹込む所)
・可燃性ガス（シンナー、ガソリンなど）の漏れるおそれのある所
・可燃性ガス（シンナー、ガソリンなど）の発生、 滞留の可能性のある場所
・小動物のすみかとなるような所
以下の場所では、周辺の環境に影響を及ぼしクレームの原因になることがあります。
・騒音や熱風が隣家に迷惑をかけるような所
・強度が不十分で振動が増幅、伝達しやすい所
・機器から発生する騒音、振動の影響を受けやすい所（寝室の壁やその近傍）
・高周波に影響される機器のある所（TVおよびラジオなどの近傍）
・ドレンの排水が取れない所
以下の場所では、 吹出し風による植木などへの被害の原因になります。
・吹出しの風が動植物に直接あたる場所
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●�R32以外の冷媒は使用しないでください。R32は従来の冷媒（R22
など）に比べ圧力が1.6倍高くなります。

●�R32機は、他冷媒（R22、R407C）の誤封入防止のため室外ユニッ
ト操作弁のチャージポート径とユニット内のチェックジョイント径
を変更しています。また、耐圧強度を上げるため冷媒配管のフレア
加工寸法およびフレアナットの対辺寸法を変更しています。従っ
て、施工・サービス時には、右表に示すR32・R410A用ツールを準
備してください。

●チャージシリンダは使用しないでください。
●冷媒封入は必ずボンベから液相で取り出して行ってください。
●�室内ユニットはR32専用機となります（室内ユニットにR410A機は
接続不可です）。接続可能な室内ユニットはカタログなどで確認し
てください。他の室内ユニットを接続すると正常運転できません。

●�異種油の混入を避けるために、冷媒の種類により工具を使い分けし
てください。特にゲージマニホールド、チャージホースは絶対に他
冷媒（R22、R407C）と共用しないでください。

●�冷媒R32にはわずかながら燃焼性があります。そのため、半地下や狭小部など換気の悪い場所で室外ユ
ニットを設置・修理・移設する際の作業時は冷媒漏えいセンサーを携行してください。冷媒が漏えいし
た場合、窒息や着火の原因となるおそれがあります。

●�据付条件によって、冷媒漏えい時の安全対策機器を設置する必要があります。安全対策機器に関しては
安全対策マニュアルを参照してください。正しく安全対策機器が設置されない場合、冷媒漏えい時に窒
息や着火の原因となるおそれがあります。

●�真空ポンプアダプター、冷媒回収装置および回収容器はR32対応品を必ず使用してください。

 冷媒 R32 対応機としての注意点

R32・R410A用ツール

a）ゲージマニホールド

b）チャージホース

c）冷媒充填用電子はかり

d）トルクレンチ

e）フレアツール

f） 出し代調整用銅管ゲージ

g）真空ポンプアダプター

h）ガス漏れ検知器

i) 冷媒回収装置および回収容器

地球温暖化防止のため、この製品の移設・修理・廃棄などにあたっては
フロン類の回収が必要です。本機には地球温暖化係数（GWP）が 675
のフロン類を使用しています。（冷媒 R32）

　　注　　意
食品、動植物、精密機器、美術品の保存など特殊用途には使用しない。
　保存物の品質低下の原因になることがあります。
濡れた手でスイッチを操作しない。
　感電の原因になることがあります。
運転停止後、すぐに電源を切らない。
　必ず5分以上待ってください。水漏れや故障の原因になることがあります。
電源スイッチによるエアコンの運転や停止をしない。
　火災や水漏れの原因になることがあります。ファンが突然回り、けがの原因になることがあります。
運転中の冷媒配管を素手で触れない。
　�運転中の冷媒配管は流れる冷媒の状況により低温と高温になります。素手で触れると凍傷や、や
けどになるおそれがあります。

室内ユニット・室外ユニットを水洗いしない。
　感電の原因になることがあります。
室外ユニットの上に物を置いて運転を行わない。
　落下物により物が破損したり、けがの原因となります。
室外ユニットの上に乗らない。
　落下、転倒などによりけがの原因となります。
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1 据付の前に（機種・電源仕様・配管・必要別売品などを確認し正しく行ってください。）

ご注意

●据付工事を行う前に読んで、本書に従って工事をしてください。
●室内ユニットおよび安全遮断弁の据付については、それぞれに付属の据付説明書をご覧ください。
●漏電遮断器は設置してください。（衝撃波不動形かつ高調波対応品を選定してください。）
●�吐出管サーミスタ、吸入管サーミスタ、圧力センサーなどを取り外して運転すると圧縮機を焼損すること
があります。絶対に避けてください。

●�本機は、同一系統が暖房運転の場合に、停止している室内ユニットへわずかに冷媒が流れるため、据付条
件によっては室内ユニット停止中も室温が上昇することがあります。

●�本機は、わずかながら燃焼性のある冷媒を使用しています。設置条件によっては、検知器、換気装置、警
報機などの安全対策機器が必要になります。詳細は室内ユニットの据付説明書と安全対策マニュアルを確
認してください。

付属品

名　　称 個　数 使用箇所 取付位置

取扱説明書 1 引き渡しの際、お客様に説明し保管をお願
いしてください。

ユニット上面にテープで固定し
ております。

組合せパターン

室内ユニットの接続台数と接続容量は下表に示すとおりです。
                                                
型式 接続台数 室内ユニット合計接続容量範囲

FDCP1121LXZ 1    —    6   90    —    145

FDCP1401LXZ 1    —    8 112    —    182

FDCP1601LXZ 1    —    9   80    —    208

●下記室内ユニットと組合せて使用することができます。
室内ユニット リモコン 〇…室内ユニットタイプを表します。

△…室内ユニット容量を表します。FD〇 P△△△□ LXZ ＲＣ－DX3D
	 	 	 	 	 	         □…シリーズNo

FD○△△△□ LXA,FD○△△△□ LXBなど、R410A用室内ユニットには接続しないでください。
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【別売品】

据付の際には別途冷媒配管の分配用部品が必要です。
冷媒配管の分配用部品に関しては、室外側の分岐管セット（型式：DOS）、室内側は分岐管セット（型式：
DIS）とヘッダーセット（型式：HEAD）をご用意しています。
配管工事には以下の分岐管セットおよび安全遮断弁キットを使用してください。

名称 型式
室内側 分岐管セット DIS-22-1G
ヘッダーセット HEAD4-22-1G

安全遮断弁キット
SV-KIT-S1
SV-KIT-L1

用途に応じて選定してください。４項の冷媒配管工事の項目を参照のうえ選定してください。

冷媒分岐管セットとヘッダーセットは R410A/R32 用のものをご使用ください。

安全遮断弁キット
型式：SV-KIT

室内側の分岐管セット
型式：DIS 室内ユニット

室内ユニット

室内側の分岐管セット
型式：DIS

室内側のヘッダーセット
型式：HEAD

室外ユニット

FDCP1121-1601LXZ

室外ユニット



2 据付場所（お客様の承認を得て据付場所を選んでください。）

2.1 据付場所の選定

以下に従って据付場所を選定してください。
○空気がこもらない所	 	 	 ○据付部が強固である所　　　
○吸込・吹出口に風の障壁物のない所	 ○他の熱源から熱輻射を受けない所	
○吹出口に強風が当たらない所		 ○電気的ノイズについて厳しい規制を受けない場所
○ドレン水が流れてもよい所	 	 ○騒音や熱風が隣家に迷惑をかけない所	
○積雪で埋まらない所
○テレビやラジオの周囲から 5m以上離れた場所（電気的障害を受ける場合は更に規制を受けない場所）
○�アンモニアの雰囲気（有機農薬など）にさらされる所、海浜地区など塩分の多い所、周囲に塩化カルシウ
ム（融雪剤など）を使用する所へのユニット設置は避けてください。

お願い

1.	 ショートサーキットの恐れのある場合はフレックスフローアダプター（別売品）を取付けてください。
2.	 据付スペースを確保ください。複数台設置する場合は特にショートサーキットが生じないように吸込み

スペースを十分確保してください。ショートサーキットで圧縮機・電装品故障の原因となります。
	 	 [ ⇒ 2.2 据付スペース 参照 ]
3.	 積雪が予想される地域では、室外ユニットの吸込口・吹出口や底板下部が雪で閉塞する恐れがあります

ので、次のような対策を行ってください。
	 	 �寒冷地でご使用の場合、ドレンパン氷結防止のためドレンパンヒーター（別売品）の設置が必要な場合

があります。推奨取付け要領詳細は代理店または弊社にご相談ください。不明な点があれば代理店また
は弊社にご相談ください。

	 	 (1)�積雪面より底板が高くなるような基礎の上に室外ユニットを設置する。
	 	 (2) 吹出口に防雪フードを取付ける。
	 	 (3) 屋根などからの落雪がユニットに当たらないように設置する。
	 	 (4) ドレンプラグやドレン管が凍結しないよう、ドレン集中排水キットを使った集中排水工事は行わない。
	 	 	 [ ⇒５．ドレン配管工事 参照 ]
	 	 (5) デフロスト制御の切換えと防雪ファン制御の設定を行う。
	 	 　デフロスト制御は J15を短絡から開放に変更すことで切替可能です。
	 	 　室外ファン防雪制御は SW4-5 をONに設定してください。
	 	 	 [ ⇒ 9．その他の設定 参照 ]
	 	 �※�ヒーターを設置する場合は熱の影響により排水路にある材料を溶融しないような、容量、配置、シス

テムにて施工してください。
4.	 可燃性ガスの漏れる恐れのある場所へは設置しないでください。
5.	 ユニットの重量に十分耐えられる場所に確実に設置してください。
6.	 次のような特殊な場所に据え付ける場合は、腐食や故障の原因になりますので、お買い上げの販売店に

ご相談ください。
　　・腐食性ガスの発生する所（温泉地など)	 ・油煙が立ちこめる所
　　・潮風が当たる所（海浜地区)　　　　	 ・電磁波を発生する機械のある所

3
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7.	 落ち葉や枯れ草、カーボン繊維、パウダーなど可燃物がユニット周囲に浮遊、堆積する場所へは設置し
ないでください。ユニットの故障、火災の原因になります。

8.	 強風の影響を受けやすい場所では、下記の内容に従って防風対策を行ってください。
	 	 �能力の低下、高圧上昇による異常停止、ファンモータの故障、ファンの破損などの原因となります。

500以上

風向

風向

アンカーボルトで固定

①吹出口を壁面に向けて設置してください。 ③基礎の不安定な場所では、ユニットを
　針金などで固定してください。

②ユニットの吹出口を風の方向とは
　直角に設置してください。

　　　

2.2 据付スペース（サービススペース例）

●据付スペース（メンテナンス、人の通路、風路、現地配管スペース）を十分確保してください。
●十分なスペースが確保されない場合、能力低下や機器のトラブルの原因となります。
　（本図の施行条件に当てはまらない場合は、代理店または弊社にご相談ください。）
●�横連続設置するときは、ユニット間に 250mm以上のサービススペースを確保してください。
●�四面障壁のある場所には設置しないでください。
●�ユニット上方のスペースは 1m以上確保してください。
●�吹出口前面の障壁はユニット高さ以下としてください。
　※�フレックスフローアダプター、防雪フード、集中排水キットなどの別売部品については販売店へお問合

せください。

L4

L3

L1

L2

(ユニット正面側）

吸込

吸込

吹出

〈FDCP1121,1401LXZの場合〉　　　　	 〈FDCP1601LXZの場合〉

寸法
�据付例 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 寸法

�据付例 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

L1 開放 開放 500 L1 開放 開放 500
L2 300 5 開放 L2 300 5 開放
L3 150 300 150 L3 150 300 150
L4 250 250 250 L4 250 250 250

※周囲温度 43℃以下で、ご使用ください。 ※周囲温度 52℃以下で、ご使用ください。
周囲温度 43℃以下での運転の場合、上記の据付例Ⅰ、Ⅱ、
Ⅲのいずれも設置可能です。
周囲温度 43℃超で運転する場合は、吹き出し方向は開
放状態で設置ください。（据付例ⅠもしくはⅡの寸法で設
置してください。）
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2.3 狭小設置 / 半地下設置 / 機械室設置の注意

室外ユニットを狭小地、半地下、機械室に設置する場合には追加で安全対策が必要です。
安全対策の詳細は安全対策マニュアルに記載しています。
（1）	狭小設置の場合
	 	 �下図のような狭小地に室外ユニットを設置する場合は、室外ユニットまたは障害物と壁との距離は最低

0.6m確保してください。
	 	 �室外ユニットが設置されている通路の片側は閉塞しても構いません。別途、2.2 項に記載の据付制限は

守ってください。

くぼ地の面積A

建物

他社製吸引ダクト

下端0.5m以下

信号線

室外ユニット⇔検知器
10m以内

300mm以内

ファン

半地下深さ：２m以内

信号線

300mm以内

障害物
障害物室外ユニット

最低距離：0.6m

建物または壁

壁との距離︓0.6m以上確保

片側は閉塞可

室
外
機

室
外
機

・室外機を設置するための区画であ
ってほかから独立した室
・当該区画に設置される設備に関わ
りのない第三者がみだりに立ち入
ることがないよう隔離された室

10m以内

３m以内

吹出口

四方の地面との
高低差が1.2m以上
または
1.2m以上の高さの
壁で四方を囲まれた空間

室外用冷媒検知器
（作動を妨害されず、管理者以外の者に
容易に設定値を変更されない場所）

室外用冷媒検知器
（作動を妨害されず、管理者以外の者に
容易に設定値を変更されない場所）吹出口

室外ユニット

he

室外ユニット⇔検知器

（2)	半地下設置の場合
	 	 半地下：	�屋外において四方の地面との高低差が 1.2m以上の場所または四方を 1.2m以上の高さの壁

で囲まれた場所のことです。
	 	 �半地下に室外ユニットを設置する際、下記式に該当する場合は(ア)または(イ)に示す換気を行ってください。
	 	 	 	 m>0.1535 × A× he
	 	 	 	 m	：総冷媒量 (kg)
	 	 	 	 A	 ：くぼ地の面積 (m2)( 室外ユニットおよび建物などの設置面積は除く）
	 	 	 	 he	：製品高さ (m)

くぼ地の面積A

建物

他社製吸引ダクト

下端0.5m以下

信号線

室外ユニット⇔検知器
10m以内

300mm以内

ファン

半地下深さ：２m以内

信号線

300mm以内

障害物
障害物室外ユニット

最低距離：0.6m

建物または壁

壁との距離︓0.6m以上確保

片側は閉塞可

室
外
機

室
外
機

・室外機を設置するための区画であ
ってほかから独立した室
・当該区画に設置される設備に関わ
りのない第三者がみだりに立ち入
ることがないよう隔離された室

10m以内

３m以内

吹出口

四方の地面との
高低差が1.2m以上
または
1.2m以上の高さの
壁で四方を囲まれた空間

室外用冷媒検知器
（作動を妨害されず、管理者以外の者に
容易に設定値を変更されない場所）

室外用冷媒検知器
（作動を妨害されず、管理者以外の者に
容易に設定値を変更されない場所）吹出口

室外ユニット

he

室外ユニット⇔検知器

	 	 ( ア )	 吸引ダクトによる機械換気
	 	 ・�	�冷媒検知器からの信号発報に基づき、吸引ダクトによる換気を自動的に作動させるものを使

用してください。
	 	 	 �室外に取付ける検知器と吸引ダクトは当社で取り扱っておりません。
	 	 ・	815m3/h 以上の換気流量があるものを使用してください。
	 	 ・	ダクト下端が床面から 0.5m以下となる位置に設置してください。
	 	 ・	�冷媒検知器は、室外ユニットおよび漏えい想定箇所から水平方向の距離が 10m以内で，床

面からの高さが 30 cm以下の位置に設置してください。
　	 	 	 �検知器を半地下に設置する場合は，作動を妨害されたり，管理者以外の者に容易に設定値を

変更されることがないよう保護してください。
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くぼ地の面積A

建物

他社製吸引ダクト

下端0.5m以下

信号線

室外ユニット⇔検知器
10m以内

300mm以内

ファン

半地下深さ：２m以内

信号線

300mm以内

障害物
障害物室外ユニット

最低距離：0.6m

建物または壁

壁との距離︓0.6m以上確保

片側は閉塞可

室
外
機

室
外
機

・室外機を設置するための区画であ
ってほかから独立した室
・当該区画に設置される設備に関わ
りのない第三者がみだりに立ち入
ることがないよう隔離された室

10m以内

３m以内

吹出口

四方の地面との
高低差が1.2m以上
または
1.2m以上の高さの
壁で四方を囲まれた空間

室外用冷媒検知器
（作動を妨害されず、管理者以外の者に
容易に設定値を変更されない場所）

室外用冷媒検知器
（作動を妨害されず、管理者以外の者に
容易に設定値を変更されない場所）吹出口

室外ユニット

he

室外ユニット⇔検知器

	 	 ( イ )	 室外ユニットファンによる換気
	 	 �検知器によって室外ユニットを作動させ換気する場合、下記を満足する場所に室外ユニット、

検知器を設置してください。
　	 	 �室外に取付ける検知器は当社で取り扱っておりません。
	 	 ・ 半地下深さが 2m以下
	 	 ・ 室外ユニットの吹出口から対向する壁面までの距離が 3m以下

くぼ地の面積A

建物

他社製吸引ダクト

下端0.5m以下

信号線

室外ユニット⇔検知器
10m以内

300mm以内

ファン

半地下深さ：２m以内

信号線

300mm以内

障害物
障害物室外ユニット

最低距離：0.6m

建物または壁

壁との距離︓0.6m以上確保

片側は閉塞可

室
外
機

室
外
機

・室外機を設置するための区画であ
ってほかから独立した室
・当該区画に設置される設備に関わ
りのない第三者がみだりに立ち入
ることがないよう隔離された室

10m以内

３m以内

吹出口

四方の地面との
高低差が1.2m以上
または
1.2m以上の高さの
壁で四方を囲まれた空間

室外用冷媒検知器
（作動を妨害されず、管理者以外の者に
容易に設定値を変更されない場所）

室外用冷媒検知器
（作動を妨害されず、管理者以外の者に
容易に設定値を変更されない場所）吹出口

室外ユニット

he

室外ユニット⇔検知器

      

(3)	機械室設置の場合
	 	 機械室：	室外ユニットを設置するための区画であって他から独立した室をいい，
 　　　　　	 �当該区画に設置される設備に関わりのない第三者がみだりに立ち入ることがないよう隔離された室

機械室に室外ユニットを設置する場合、JIS C 9335 2-40 に従って設置してください。詳細は弊社問
い合わせ窓口にお問合せください。

	 	・�機械室に室外ユニットを設置する際、下記式を満たす換気能力を持った機械換気装置を常時運転させ
てください。

	 	・機械換気装置は、2基設置してください。換気風量は、2基で案分することを推奨します。
	 	・�給気開口と排気開口とをそれぞれの機能が発揮できる十分に離れた位置に設置してください。

	 	 	 	 n  ≧

	 	 	 	 n	 ：換気回数（回 /h）
	 	 	 	 Vm	 ：機械室の相当容積（m3）
　　		 	 	　　　（床面積に給気開口から床面までの高さを乗じた値）

室の上部から給気

室の下部から排気

380
Vm
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3 ユニットの搬入・据付

警告	 �ユニットをクレーンで吊り上げる場合は、指定の方法で準備を行い、ユニットが大きく傾かな
いように安全を確認したうえで静かに吊り上げてください。

	 ユニットが転倒・落下し、けがの原因になります。

3.1 搬入・据付時の注意

3. ボルト固定位置

2. 移動

吸込

吹出
190 200580

基礎ボルト位置（4ヶ所）

2
0

4
1
0

2
0

ボルトで固定
（M10～12）

幅をひろくする
根入りを深くする

当て板

木台

重い

●搬入時はできるだけ据付場所の近くまで梱包のままで搬入してく
ださい。

●やむを得ず解梱して搬入する場合はナイロンスリングまたは、ユ
ニットを傷つけないよう当て板をしてロープで吊り上げてくだ
さい。

●ユニット正面（吹出側）から見て、右側が重くなっています。
右側作業者は十分に注意してください。左側作業者は、右手で
ユニット正面の把手を持ち左手はコーナ支柱部に添えてくださ
い。

●前面側アンカーボルト飛び出し長さは15mm以下としてください。
●地震や突風などで倒れないように強固に据え付けてください。
●コンクリート基礎は上図を参照してください。
●ユニットは水平に設置してください｡（ベース面で左右の差は5mm以下）コンプの故障、ユニット
内配管の破損、異常音の原因になります。

●ユニットを据え付ける場合、下記ボルトでユニットの足を固定してください。

重い

木台

当て板1. 搬入

重要	 �外気温 -5℃以下で冷房運転を行う場合、フレックスフローアダプターおよび防雪フード（別売品）
を取付けてください。
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3.2 耐重塩害仕様室外ユニットの場合の注意事項

●�海水飛沫および潮風に直接さらされることを極力回避するような場所へ設置してください。また、波しぶ
きなどが直接かかる場所への設置は避けてください。

●�外装パネルに付着した海塩粒子が雨水によって十分洗浄されるようにしてください。室外ユニットには日
除けなどを取付けないなど配慮してください。

●�室外ユニット底板内への水の滞留は、著しく腐食状態を促進させるため、底板内の水抜け性を損なわない
ように、傾きなどに注意してください。

●海岸地帯への据付品については付着した塩分などを除去するために定期的に水洗いを行ってください。
●据付、メンテナンスなどで付いた傷は、補修してください。
●機器の状態を定期的に点検してください。必要に応じて再防錆処置や部品交換などを実施してください。
●基礎部分の排水性を確保してください。
●�アンカーボルトで室外ユニットの固定脚を固定する際、樹脂座金付きのナットを使用してください。ナッ
ト締付部の塗装がはがれると防錆効果が損なわれます。

耐重塩害仕様室外ユニットは
樹脂座金を使用してください。
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4 冷媒配管工事
4.1 配管仕様の決定（室内ユニットの仕様と据付場所に合わせ、以下の内容で選定してください。)

1.	 配管の使用制限
●�配管工事は、（1）項の最大配管長、配管総長、第一分岐からの許容配管長、許容高低差（ヘッド

差）の使用制限を守り施工してください。
●配管途中のトラップ（ ）や鳥居（ ）配管は油溜まりの原因となりますので回避してください。
●最大配管長（室外ユニットから最も遠い室内ユニットまで）……実⾧70m以内（相当⾧95m以内)

相当長 ＝ 実長 + ガス管系統の継手個数 × 継手相当長

配管径（mm） φ9.52 φ12.7 φ15.88

L 継手（90°エルボ） 0.15 0.20 0.25 

●配管総長………………………………………… 100m以内
●φ9.52液管長…………………………………… 50m以内
●ヘッド差
　(1) 室外ユニットが室内ユニットより上の場合
　　  FDCP1121,1401LXZ… ……………… 30m以内
　     FDCP1601LXZ… ……………………… 50m以内
   (2) 室外ユニットが室内ユニットより下の場合
　     FDCP1121,1401LXZ… ……………… 15m以内
　     FDCP1601LXZ… ……………………… 40ｍ以内
   (3) 系統内の室内ユニット間のヘッド差……… 15m以内
   (4) 第一分岐と室内ユニットのヘッド差……… 15m以内

室外ユニット

●室内ユニット間
高低差…15m

●配管総長
…100m

●室外ユニット、室内ユニッ
ト間の高低差

　（室外ユニットが上の場合）
FDCP1121,1401LXZ
…30m以内
FDCP1601LXZ
…50m以内

●最長

　　　　　
…実長70m
…相当長95m　　　　 室内ユニット
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2.	 配管材料の選定
　	 ●�配管および配管継手は、その配管に傷がないもの、および経時硬化していないものを用い、ろう付け

管継手は、JIS B 8607 適合品を使用してください。
　	 ●�配管の内外面はきれいであり、使用上有害な硫黄、酸化物、ゴミ、切粉油脂、水分（コンタミ）の付

着がないものをご利用ください。
　	 ●冷媒配管は次の材料をご使用ください。
	 	 材質 ： リン脱酸継目無銅管（C1220T-O、JIS H3300）
　	 ●肉厚およびサイズ ： 配管サイズ選定要領に基づき選定ください。
	 	 �（本機は R32を使用します、最小肉厚以上をご使用ください。）
　	 ●フレアナットは製品付属のものを使用してください。
	 ●配管の分岐は、当社の分岐管セットまたはヘッダーセットをご使用ください。
	 ●分岐管セットは取付け方向を注意し、付属の据付説明書をよくお読みのうえ施工してください。

3.	 配管サイズ選定

室外ユニット

FDCP1121-1601LXZ

室外ユニット

室内ユニット

室内ユニット

図1

A
B

B

B

C

C C C C

C C C

B

室内側の分岐管セット
型式：DIS

室内側のヘッダーセット
型式：HEAD

室内側の分岐管セット
型式：DIS

（1）主管（室外ユニットの分岐～室内ユニットの第一分岐間）：図１のＡ部

室外ユニット
主管サイズ（通常）

ガス管 液管
112

φ15.88×t1.0 φ9.52×t0.8140
160

（2）室内側の第一分岐～室内側の分岐間：図１の B部
分岐管の下流に接続される室内ユニットの容量の合計により下表により選定ください。ただし、主管（図
１のA部）サイズを越えないでください。

室内ユニット合計容量 ガス管 液管
～70未満 φ12.7 × t 1.0

φ9.52   × t 0.8
70以上～180未満 φ15.88 × t 1.0
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（3）室内側分岐～室内ユニット間：図１のC部
室内ユニット接続配管サイズ表　ただし、主管（図１のA部）サイズを超えないでください。

室内ユニット容量 ガス管 液管
22、28 φ9.52 × t 0.8

φ6.35 × t 0.8
36、45、56 φ12.7 × t 0.8

71、80、90、112、140、160 φ15.88 × t 1.0　 φ9.52 × t0.8

4.	 室内側分岐菅セット選定
（1）室内側分岐管セット選定方法
●	�室内側分岐管サイズは室内ユニットの接続容量（下流の合計容量）により異なりますので下表より選定

してください。

お願い
●�	�室外容量160（6馬力）以下の場合は、室内ユニットの接続容量（下流の合計容量）によらず DIS-22-

1Gを使用ください。
	 （室内ユニットの接続容量が180以上になった場合でもDIS-22-1Gを使用ください。）

分岐管セット
DIS-22-1G

（2）ヘッダーセット選定方法
●	�室外容量160（6馬力）以下の場合は、室内ユニットの接続容量（下流の合計容量）によらず HEAD4-

22-1Gを使用ください。
	 （室内ユニットの接続容量が180以上になった場合でもHEAD4-22-1Gを使用ください。）
●	つぶし管のサイズはヘッダーセット（別売品）を参照してください。

ヘッダーセット 分岐数
HEAD4-22-1G 最大4分岐

5.	 安全対策の選定
● R32安全対策マニュアルを参照いただき安全遮断弁の要否判定を行ってください。
	 安全遮断弁が必要と判定された場合は以下に従い安全遮断弁を設置してください。
	 安全遮断弁の選定と設置位置は、本項に加え安全対策マニュアルを参照してください。
	 安全対策として換気装置を選択する場合は安全対策マニュアルを参照してください。
●	 �安全遮断弁のサイズは室内ユニットの接続容量（下流の合計容量）により異なりますので下表より選定

してください。
下流の室内ユニット合計容量 安全遮断弁キット

～ 91未満 SV-KIT-S1
    91 以上 SV-KIT-L1

●	 �安全遮断弁は室内ユニット～室外ユニット間の配管上に直列に2台以上設置しないでください。
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●	 �安全遮断弁の下流に複数の室内ユニットを設定する場合、リモコンから室内ユニットの親子設定を行う
必要があります。	
安全遮断弁と配線接続する室内ユニットを親機、同じ安全遮断弁下流の他のすべての室内ユニットを子
機に設定してください。

安全遮断弁

室内
ユニット

室内
ユニット2

室内
ユニット3

安全遮断弁

室内
ユニット1

室内
ユニット2

配管　　　配線

室内
ユニット3

安全遮断弁

安全遮断弁

室内
ユニット

室内
ユニット

室内
ユニット

安全遮断弁

安全遮断弁

室内
ユニット

室内
ユニット

室内
ユニット

安全遮断弁

室内
ユニット

室内
ユニット

室内
ユニット

安全遮断弁

室内
ユニット

室内
ユニット

室内
ユニット

親機 子機
親子設定親子設定

室内ユニット3の親子設定ができていない

親子設定

親子設定

親機 子機 子機

親機 子機子機
親子設定

親子設定

親機 子機

親機 子機子機 親機 子機

他の安全遮断弁の下流に設置されている室内ユニットを親子設定に含めないでください。

安全遮断弁

室内
ユニット

室内
ユニット2

室内
ユニット3

安全遮断弁

室内
ユニット1

室内
ユニット2

配管　　　配線

室内
ユニット3

安全遮断弁

安全遮断弁

室内
ユニット

室内
ユニット

室内
ユニット

安全遮断弁

安全遮断弁

室内
ユニット

室内
ユニット

室内
ユニット

安全遮断弁

室内
ユニット

室内
ユニット

室内
ユニット

安全遮断弁

室内
ユニット

室内
ユニット

室内
ユニット

親機 子機
親子設定親子設定

室内ユニット3の親子設定ができていない

親子設定

親子設定

親機 子機 子機

親機 子機子機
親子設定

親子設定

親機 子機

親機 子機子機 親機 子機

安全遮断弁が設置されていない室内ユニットを親子設定に含めないでください。

安全遮断弁

室内
ユニット

室内
ユニット2

室内
ユニット3

安全遮断弁

室内
ユニット1

室内
ユニット2

配管　　　配線

室内
ユニット3

安全遮断弁

安全遮断弁

室内
ユニット

室内
ユニット

室内
ユニット

安全遮断弁

安全遮断弁

室内
ユニット

室内
ユニット

室内
ユニット

安全遮断弁

室内
ユニット

室内
ユニット

室内
ユニット

安全遮断弁

室内
ユニット

室内
ユニット

室内
ユニット

親機 子機
親子設定親子設定

室内ユニット3の親子設定ができていない

親子設定

親子設定

親機 子機 子機

親機 子機子機
親子設定

親子設定

親機 子機

親機 子機子機 親機 子機

設定方法の詳細はリモコンの据付説明書、安全対策マニュアルを参照してください。

●�安全遮断弁を設置する場合、各安全遮断弁の下流（室内ユニット側）の冷媒量、室内ユニットが設置され
る部屋容量によって設置可能な位置が異なります。
安全遮断弁毎に以下の手順で設置可能な位置を確認してください。
必要に応じて安全対策マニュアルを参照してください。
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(1) 安全遮断弁の下流冷媒量の算出
安全遮断弁の下流冷媒量は室内ユニット分冷媒量と配管分冷媒量の和となります。

安全遮断弁の下流冷媒量 (kg) = 室内ユニット分冷媒量 (kg) + 配管分冷媒量 (kg)

注意
冷媒の追加封入量の計算とは計算式が異なります。ここでの計算結果は安全遮断弁の設置位置の
判定のみに使用します。追加封入量の計算については「4.4 冷媒の追加封入」を参照してください。

室外ユニット 室外ユニット

室内ユニット

安全遮断弁1
の下流

安全遮断弁2
の下流

室内ユニット

安全
遮断弁2

安全
遮断弁1

  遮

・室内ユニット分冷媒量
安全遮断弁下流の室内ユニットの合計容量に応じて室内ユニット分冷媒量を計算してください。

室内ユニット分冷媒量 (kg) = 安全遮断弁下流の室内ユニットの合計容量 (kW) × 0.13(kg/kW)
（例）安全遮断弁下流の室内ユニットが FDT90 型とFDU71型の2台の場合

室内ユニット分冷媒量＝（9.0kW ＋7.1kW）× 0.13kg/kW ＝2.093kg

・配管分冷媒量
安全遮断弁下流の液管サイズと長さより配管分冷媒量を計算してください。
配管分冷媒量 (kg) =	�(L1×0.026) + (L2×0.076)
L1:φ6.35の合計長さ(m)、L2:φ9.52の合計長さ(m)

(2) 部屋容積の算出
安全遮断弁下流の室内ユニットが設置される部屋の容積を算出してください。

部屋容積 (m3) = 床面積 (m2)×天井高さ (m)
・床面積が 250m2 以上の場合、床面積は250m2 として計算してください
・天井高さが 2.2m以上の場合、天井高さ2.2mとして計算してください
・床面積には、設置される部屋に隣接する空間の床面積も加算できる場合があります。
詳細は安全対策マニュアルを参照してください。
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(3) 安全遮断弁設置可能範囲
安全遮断弁はすべての室内ユニットに対して以下の条件を満たす位置に設置してください。
安全遮断弁の下流冷媒量 (kg) ×13.04（m3/kg）< 安全遮断弁下流の室内ユニットが設置される部屋

の容積 (m3) 
条件を満たさない場合には以下のように安全遮断弁の設置位置を見直してください。
・安全遮断弁の設置位置を室内ユニットに近付け、下流の配管長を短くする。

室内ユニット 室内ユニット

安全遮断弁

安全遮断弁 　　   

・安全遮断弁の設置位置を分岐管の下流に移し、安全遮断弁下流の室内ユニット容量を減らす。

室内
ユニット

室内
ユニット

安全遮断弁 安全遮断弁

室内
ユニット

室内
ユニット

安全遮断弁

安全遮断弁の下流冷媒量［kg］安
全
遮
断
弁
下
流
の
室
内
ユ
ニ
ッ
ト
が
設
置
さ
れ
る
部
屋
の
容
積［
ｍ
3 ］

設置位置見直し

見直し(例2)

0 5 10 15 20 25 30 35 40 4542.27
0

100

200

300

400

500

600

550

140
(例1)

(例１)	 安全遮断弁の下流冷媒量：7kg
	 安全遮断弁下流の室内ユニットが設置される部屋の容積140m3 の場合
	 7kg × 13.04m3/kg＝ 91.28m3 ＜ 140m3……安全遮断弁の設置に問題はありません

(例２)	 安全遮断弁の下流冷媒量：10kg
	 安全遮断弁下流の室内ユニットが設置される部屋の容積：100m3

	 10kg × 13.04m3/kg ＝ 130.4m3 > 100m3……安全遮断弁の設置を見直してください
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4.2 配管工事

1.	 配管接続位置と配管取出し方向

前方向接続

下方向接続

右横方向接続

後方向接続

引っ掛部

<FDCP1121,1401LXZの場合>

<FDCP1601LXZの場合>

配管後方向
接続の場合
内側のハーフブランクを
使用してください

側
内
側
外

1.5ｍ以上
配管固定位置

引っ掛部

● �サービスパネルは固定しているねじ５本（×印）を外し、パネルを矢印方向へ引き下げてから手前に外し
てください。

● 配管の取出しは前・右・下・後が可能です。
● 配管貫通部のノックアウトの板を取り外してください。
● 現地配管接続時、外板の貫通穴のハーフブランクをニッパにて切断し切り落としご使用ください｡
	 端面のバリを除去し、エッジ部はテープなどで保護してください。
● �配管取出し部により小動物などの侵入が考えられる場合は、配管取出し口を閉鎖材（現地手配）で塞い

でください。
● �ドレン集中排水の際には、配線･配管の取出し口は下抜き以外をご利用ください。下抜きをご利用の場

合は、ドレン水の流出がないよう十分シールしてください｡
● �現地配管の固定は上図のように配管固定部と室外ユニットまでの距離が1.5ｍ以上になるようにしてく

ださい。
	 （防振方法によっては現地配管が折れる可能性があります。）
● �後ろ方向接続する場合は、配線抜き穴は配管と同じノックアウト穴をご使用ください。後ろ方向接続で

丸穴をご利用の場合は、スパイラルチューブで配線を保護してください。
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2.	 配管接続
ユニット間の配管接続には、別売りの分岐管セット(室内側分岐管セット、ヘッダーセット)が必要です。
下記の設置上の制限を守り、分岐管セットに付属の据付説明書に従って設置してください。

室内側分岐管セット
●分岐継手（ガス・液とも）は“水平分岐”または“垂直分岐”するように設置してください。
●各分岐継手と室内ユニット間は、室内ユニットの配管サイズに合うように異径継手を選定してください。

水平
床面 床面 床面

垂直

床面

ヘッダーセット
●�分岐継手（ガス・液とも）は“水平分岐”するように設置してください。

床面

液　側

水平
床面 床面

ガス側

床面

床面床面

下面側
分岐
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3.	 現地配管施工

重要
●施工する配管はユニット内部部品に接触しないように注意ください。
●現地配管施工は、操作弁を全閉のまま行ってください。
●配管は、接続の直前まで密栓・キャップなどでカバーして水分、ゴミ、ほこり、切粉、壁材などが入

らないようにしてください。

内

内
外

外

ゴミや水分が入る

：良い例

：悪い例

雨

ゴムバンド

ゴムバンド

ゴムバンド

地面

壁

地面

雨

密栓

キャップまたは
ビニールの袋

キャップまたは
ビニールの袋
地面にあて
ないこと

キャップまたは
ビニールの袋

密栓

雨水が
管内に入る

砂が
管内に入る

ゴミが管内に入る

配管
カエリ
バリ取り

切粉が管内
に入る
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●冷媒配管はできるだけ短く、直線になるように施工してください。やむを得ず曲がりを取る場合は、曲げ半径
を配管外径の4倍以上にしてください。曲げ直しを何度も行わないでください。

●冷媒配管を曲げる場合はベンダを使用し、パイプが 2/3 D 以下につぶれないようにしてください。
●室外ユニットと冷媒配管との接続はフレア方式です。配管にフレアナットを取付け後、下記に従ってフレア加
工を行ってください。フレア加工は再利用しないでください。一度接続したフレア接続を外した場合、再度フ
レア加工を行ってください。

	 フレア加工手順
　①�パイプ切断：パイプの長さに余裕（30～50 mm）をもって、パイプカッタを使用し、切断面を直角にして

ください。
　②バリ取り：切り粉が配管内に入らないように、配管を下向きにして、リーマを使用してください。
　③�バリの銅くず除去：配管内部の銅くずを、ドライバーの柄などで軽くたたくか、ガーゼ棒を使用して除去し

てください。
　④�フレア加工：フレアナットを挿入し、フレアダイス面から配管先端までは適正な寸法でセットし（下表）、フ

レア内面は傷がないように真円で均一に加工してください。
　⑤フレア部の確認：下表にてA寸法を確認し、下図のような形状となっていないか確認してください。

コーン・位置不良
による傷

リーマ・やすりが
けの切粉の付着

コーンに付着した
ゴミによる傷

加工後の衝撃によ
る変形

バリ取り不足によ
る段差

曲ったパイプ使用
による扁平

A

B

H
                          

コーン・位置不良
による傷

リーマ・やすりが
けの切粉の付着

コーンに付着した
ゴミによる傷

加工後の衝撃によ
る変形

バリ取り不足によ
る段差

曲ったパイプ使用
による扁平

A

B

H

コーン・位置不良
による傷

リーマ・やすりが
けの切粉の付着

コーンに付着した
ゴミによる傷

加工後の衝撃によ
る変形

バリ取り不足によ
る段差

曲ったパイプ使用
による扁平

A

B

H

フレアナット二面幅：H(mm)

銅管外径 H

φ 6.35 17
φ 9.52 22
φ12.7 26

φ15.88 29

フレア加工の銅管出し代：B(mm)

銅管外径
リジッド( クラッチ式 ) の場合

R32 用ツール使用時 従来ツール使用時
φ 6.35

0 ～ 0.5 0.7 ～1.3
φ 9.52
φ12.7

φ15.88

フレア管端 部：A(mm)

銅管外径 A     0
－ 0.4

φ 6.35 9.1
φ 9.52 13.2
φ12.7 16.6

φ15.88 19.7
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●フレア接続はダブルスパナでしっかり締め付けてください。フレアナットの締付トルクは下表の値で行ってくだ
さい。

●フレア部に付け油は使用しないでください。同一締付トルクでも、ユニオンのねじ部に冷凍機油を塗布した場合
は、フレアの割れの原因となることがあります。

●液側、ガス側操作弁ともに下の絵のように操作弁本体を固定し、適正な締付トルクにて締め付けてください。

操作弁サイズ
（mm）

締付トルク
（N・ｍ） 締付角度（度） 工具の推奨腕長さ

（ｍｍ）
φ 6.35	 (1/4") 14 ～17 45 ～ 60 150
φ 9.52	 (3/8") 34 ～ 42 30 ～ 45 200
φ12.7	 (1/2") 49 ～ 61 30 ～ 45 250
φ15.88	(5/8") 68 ～ 95 15 ～ 20 300

コーン・位置不良
によるキズ

リーマ・やすりが
けの切粉の付着

コーンに付着した
ゴミによるキズ

加工後の衝撃によ
る変形

バリ取り不足によ
る段差

曲ったパイプ使用
による扁平

操作弁サイズ    ﾇ ｯ S締 付トルク
   ̃ 4

工具の推奨腕長さ

トルクレンチを使用してください。トルクレンチがない
場合はフレアナットを手締めした後、上表を目安にフレ
アナットを締め付けてください。

A

B

H

弁キャップ部にスパナ掛けしないでください。

(1)	�ろう付け作業は、配管材の内部に酸化皮膜が発生しないように窒素置換を行って施工してください。
配管の途中に安全遮断弁が存在する場合は、電源投入前にろう付け作業を行ってください。
一度でも安全遮断弁に電源を投入した場合は、安全遮断弁に電源を供給した状態でろう付け作業を行ってく
ださい。
電源を落とすと安全遮断弁が閉鎖し、窒素がうまく流せなくなります。
窒素は液操作弁→安全遮断弁液管→室内ユニット→安全遮断弁ガス管→ガス操作弁の向きに流してくださ
い。
逆方向に流した場合、窒素がうまく流れず、酸化皮膜が発生し、機器の故障につながる恐れがあります。

(2)	作業手順
	 ( ア ) 窒素容器に減圧弁と流量計を取付けてください。
	 (イ ) 配管材に導く配管は細い銅管を使用し、容器側に流量計を取付けてください。
	 (ウ ) 配管材と挿入する窒素用導管の隙間は、外から空気が混入するのを防ぐためにシールしてください。
	 ( エ ) 窒素ガスを流すときは、配管側の端部は行き止まりにせず、抵抗を付けて開放してください。
	 (オ ) 窒素ガスの流量は0.05 m3/h、または減圧弁で0.03～ 0.05MPa（0.3 ～ 0.5kgf/cm2）が適当です。
	 (カ )ろう材に適した温度でろう付けしてください。
	 ( キ ) 操作弁と配管とのろう付けは､ 弁本体を濡れタオルなどで冷やしながら実施してください。

ご注意
ダブルスパナを使用せず締め付けると、操作弁を変形させ
室外ユニット内に窒素が混入する恐れがあります。
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	 (ク ) 作業後、配管がある程度冷えるまで（やけど注意）窒素ガスを流したままにしてください。
	 ( ケ )ろう付け作業後フラックスは完全に除去してください。

安全遮断弁

室内ユニット

室外ユニット

安全遮断弁ガス管
⇦

⇨

⇨  窒素ガスの流れ

⇦

⇨

⇨

⇨ ⇨

流量計

減圧弁

ガス操作弁液操作弁

φ6.35バルブ 安全遮断弁液管

M窒
素
ガ
ス

ろう付

テーピング

窒素ガス(N2)以外の使用はしないでください

〈N2〉

管端はテープなどにて抵抗をつけて
管内に窒素を充満させてください

ガス管

液管

4.	 ろう付け時の注意事項　
	 (1)	 �過熱防止 
	 	 	 �ろう付け加熱により母材の内外面は酸化しますが、特に配管内部の加熱酸化によるスケールの生成は冷

媒系統のゴミとなり、致命的な悪影響を及ぼすので、ろう付け適正温度でしかも必要最小限の加熱面
積でろう付けしてください。

	 (2)	 �過熱保護 
	 	 	 �バーナーの火炎によるろう付け部に近い部品の過熱損傷および変質を防ぐため、金属板による遮蔽保

護並びにウエスを水に浸して保護する、または熱吸収材を使い過熱保護してください。
	 (3) 	�ろう付け後の冷却 
	 	 	 加熱後すぐに水をかけると、配管が劣化する場合もあるため、水をかけないことを推奨します。
	 (4) 	�ろう付け時の固定 	
	 	 	 �溶融したろう材が凝固するとき、動いたり振動が伝わったりすると、ろう付け部に割れが入り漏えいの原

因となります。
	 (5) 	�酸化防止剤について 
	 	 	 �ろう付け作業の効率化のため、各種酸化防止剤が流通していますが、その成分は多種多様であり、中

には配管を腐食し、HFC 冷媒および冷凍機油などに悪影響を及ぼすことが予想されるものもあります。
成分を確認のうえ、ご利用ください。

	 (6) 	�ろう付け作業中は通気の良い状態にし、周囲に火気がないことを確認してください。 
	 (7) 	�ろう付け用のガスバーナーを使用する場合、携帯形漏えい検知器を携行し冷媒漏れがないことを確認し

てください。 
	 (8) 	ろう付け作業時に冷媒漏えいした場合には、直ちにバーナーなどの火気を消してください。
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4.3 気密試験・真空引き

注意
気密試験および真空引きは安全遮断弁に電源を投入する前に実施ください。一度安全遮断弁に電源を投
入した場合は、電源を投入した状態で実施してください。電源を落とすと安全遮断弁が閉鎖し、適切に気
密試験や真空引きができません。

1.	 気密試験
　　気密試験は次の手順で行ってください。

スタート

操作弁
閉

漏えい箇所調査

大気圧まで減圧修理

圧力低下なし 圧力低下なし
泡の発生なし
（圧力低下なし）

Yes

No

Yes

No

Yes

No

（2）
真空引きへ

液管・ガス管の
両方に加圧

0.5MPa
5分間放置

1.5MPa
5分間放置

4.15MPa
発泡液にて検査
（一昼夜放置)

	 (1)�室外ユニット本体の気密試験は工場出荷時に実施済ですが、配
管接続後、接続配管および室内ユニットの気密試験を室外ユニッ
ト側の操作弁のチェックジョイントより行ってください。なお、操作弁は閉のままにして実施してください。

	 (2) 気密試験は、窒素ガスで機器の設計圧力まで、冷媒配管内を下記の要領で加圧して行うため、
　	 	 下図を参考にして器具類を接続してください。加圧は液管ガス管の両側から行ってください。
　	 	 気密試験時に機器を運転しないでください。
	 	 �加圧ガスには窒素ガスを使用し、冷媒および酸素や可燃ガスなどは絶対に使用しないでください。
	 	 絶対に液管、ガス管すべて加圧してください。
　	 	 �ろう付け後、配管温度が下がらないうちに加圧すると、冷却後に減圧するので注意してください。

室内ユニットへ

窒
素
ガ
ス

ゲージマニホールド
Lo

Loノブ
Hi
Hiノブ

操作弁
液管

ガス管

サービスポート
(チェックジョイント）

室外ユニット

	 (3) 加圧要領は以下のとおりです。一度に設計圧力まで加圧せず、徐々に加圧を行ってください。
	 　(ア )	 �0.5MPa まで加圧したところで、加圧を止めて５分間以上放置し、圧力の低下のないことを確認く

ださい。

ご注意
加圧しすぎると室外ユニットに窒素が混
入する恐れがあります。
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	 　(イ )	次に 1.5MPa まで加圧し、再び５分間以上そのまま放置し、圧力の低下のないことを確認ください。
	 　(ウ )	 �その後、設計圧力 (4.15MPa)まで昇圧してください。加圧終了後、窒素ボンベとゲージマニホー

ルドのバルブを閉じてください。
	 	 ( エ )	 �溶接箇所、フレア部などに発泡試験液などを用いて漏れ箇所がないか確認し、一昼夜放置して泡の

発生がないことが確認できれば合格です。周囲の温度と圧力をメモしてください。
	 	 ( オ )	 �( ア ) ～ ( エ ) の確認で泡の発生または圧力低下が認められたものには漏れがあります。補修し、

再度気密試験を実施してください。
	 (4) 気密試験後の真空引きを実施ください。

2.	 真空引き
	 (1)	 �気密試験合格後に冷媒配管内部の空気、または窒素ガスを排除するため、液側操作弁チェックジョイン

トとガス側操作弁チェックジョイントの両側から真空ポンプで真空引きを行ってください。
	 (2) 	�冷媒によるエアパージは、冷媒の放出を伴うため、絶対に行わないでください。

＜作業フロー＞

本機はR32専用機のため下記の点にご注意ください。
○異種油の混入を避けるために、冷媒の種類により工具などを使い分けてください。特にゲージ
マニホールド、チャージホースは絶対に他冷媒(R22、R407Cなど)と共用しないでください。

○真空ポンプ油が冷凍システム内に混入しないように、逆流防止アダプターを使用ください。

＜作業フロー＞

気
密
試
験
完
了

真
空
引
き
開
始

修
理

真
空
引
き
完
了

真
空
度
チ
ェッ
ク

気
密
試
験

冷
媒
封
入

真空計の圧力が上昇した場合は系統内に水分が残っているか、漏れ箇所が
あります。漏れ箇所をチェックし、修正後再度真空引きをしてください。

－101kPa以下（－755mmHg以下)に
なってから１時間以上真空ポンプの運転
を続けてください。

１時間以上放置し
真空計の圧力の
上昇なきこと

ご注意
真空度不足は、能力不足、
水分の残留によるつまり、
圧縮機故障の原因となり
ます。

0.0

真空ポンプ接続例

重量秤

真空計

バルブA

バルブB

真空ポンプ

追加冷媒用
ボンベ

室内ユニットへ

ゲージマニホールド
Lo

Loノブ
Hi
Hiノブ

操作弁

液管

ガス管

室外ユニット

サービスポート
(チェックジョイント）

※真空計はデジタル式を推奨します。
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3.	 操作弁の操作方法
操作弁は冷媒を追加封入した後に開にしてください。

開閉の方法

ピンタイプ
〇�キャップを外し、下図の″開″状態になるように回してください。

 ● 作業が終わりましたらキャップを元どおりに
締め付けてください。

キャップをはずして下図の状態にしてください。

出荷（閉）の状態 開の状態

ストッパー

ピン

六角レンチタイプ
〇�キャップを外し、六角レンチでシャフトが止まるまで回してください。
過大な力を加えて開くと弁本体が破壊するおそれがあります。専用工具をご使用ください。

　
六角レンチ
（Ｍ4）

シャフト

液管・ガス管操作弁の開閉方法

開く

〇操作弁を開いた後は、キャップを確実に締付けてください。
〇�キャップの開閉の際には、周囲の配管などに工具や手をあてないようしてください。
操作弁各部の目安トルク

操作弁サイズ
(mm)

シャフト・ピン締付トルク
 (N・m)

キャップ締付トルク
  (N・m)

チェックジョイントの
袋ナット締付トルク

(N・m)
φ 9.52   (3/8"） 6〜 8 20〜 30 10～ 12
φ 15.88(5/8"） 14〜 16 30〜 35 10～ 12

キャップ、袋ナットは操作終了後、確実に締めてください。
過大な力でシャフト操作、キャップ、袋ナットの締付けを行うと故障や漏れの原因になりますので上表の値を目安にし
てください。
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4.4 冷媒の追加封入

・R32 以外の冷媒は使用しないでください。
・�試運転モードで運転しながら充てんする場合、作業終了時・中断時はすみやかに冷媒ボンベのバルブを閉めてください。

バルブを開けたまま放置すると過充てんするおそれがあります。また、機器停止後も残圧により冷媒が充てんされる
場合があります。

1.	 冷媒追加・回収量の算出

室外ユニットには下表の冷媒量が封入されています。
型式 FDCP1121、1401LXZ FDCP1601LXZ
出荷時の冷媒封入量 [kg] 4.2 2.2　

●�液管サイズと長さおよび室内ユニットの容量により追加封入してください。小数点2桁目を四捨五入して、0.1kg
   単位で冷媒追加・回収量を決定してください。

〈FDCP1121,1401LXZの場合〉　
下記AとBをそれぞれ計算し、C項に従って追加チャージ量を計算してください。
ただし、配管長が 20m 以下の場合は、追加チャージ不要です。　

　注意
　安全遮断弁の設置位置判定に使用する冷媒量の計算とは計算式が異なります。
安全遮断弁の設置位置判定に使用する冷媒量の計算については、「4.1 配管仕様の決定」を参照してくだ
さい。

	 A.	 室内ユニット合計容量分チャージ量
	 	 	 �室内ユニットの合計容量が室外ユニットの容量よりも大きい場合、室内ユニットの追加・回収冷媒量A

を計算してください。
A.�室内ユニット合計容量分チャージ量 [kg] = （室内ユニット合計容量［kW］- 室外ユニット容量［kW］) x 

0.05［kg/kW］
　	 	 	 室外ユニット、室内ユニットの容量は冷房定格能力の値を使用してください。

	 B.	 冷媒配管分チャージ量
	 	 	 �現地液管サイズと長さより冷媒配管分チャージ量 Bを計算してください。
	 	  	 （出荷時封入量の方が多い場合、追加チャージは不要です。）
	 	 	 B. 冷媒配管分チャージ量 (kg)＝ (L１×0.020)＋(L2×0.050)

L1:φ6.35 の合計長さ (m)、L2:φ9.52 の合計長さ (m)

冷媒配管サイズ φ6.35 φ9.52

追加・回収冷媒量 [kg/m] 0.020 0.050
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	 C.	 冷媒追加・回収量
　	 	 	 下式にて C を算出し、フローチャートに従って冷媒の追加・回収を実施してください。
	 C [kg] = A [kg] + B [kg] - 1 [kg]

C ≧ 0 [kg]

液管長 > 20 [m] 追加・回収は不要 液管長 ≧ 5 [m]

C [kg]を追加 システム内の冷媒量が、下記式の値になるよう回収
システム内の冷媒量 [kg] = A [kg] + B [kg] + 3.2 [kg]

Yes

No

No

No

Yes

Yes

( 例 1)�室外ユニットが FDCP140 型に対して、室内ユニットが FDT80 型 x2 台で、総配管長 (φ9.52) が
25ｍの場合

	 A＝((8 x 2)－14) x 0.05=0.1kg　　　　B＝25 x 0.05 = 1.25kg	 	
	 C＝0.1+1.25－1=0.35kg
	 0.35kg の追加チャージを実施してください。
(例 2)�室外ユニットが FDCP140 型に対して、室内ユニットが FDT80 型 x2 台で、総配管長 (φ9.52) が

10ｍの場合
	 A＝((8 x 2)－14) x 0.05=0.1kg　　　　B＝10 x 0.05 = 0.5kg
	 C＝0.1+0.5－1=－ 0.4kg
	 ただし、配管長が 5m以上であり、冷媒の回収は不要です。 	 	 	 	 	
( 例 3)�室外ユニットが FDCP140 型に対して、室内ユニットが FDT71 型 x2 台で、総配管長 (φ9.52) が

4ｍの場合
	 A＝((7.1 x 2)－14) x 0.05=0.01kg　　　B＝4 x 0.05 = 0.2kg
	 C＝0.01+0.2－1=－0.79kg
	 システム内の冷媒量が 3.41kg（A(0.01kg)+B(0.2kg)+3.2kg）になるよう、冷媒を回収してください。

　注意
　安全遮断弁を接続する場合、安全遮断弁分の冷媒チャージは不要です。

〈FDCP1601LXZの場合〉　　
　冷媒追加・回収量 [kg] = �A. 室内ユニット合計容量分チャージ量 [kg] + B. 冷媒配管分チャージ量 [kg]

　注意
　安全遮断弁の設置位置判定に使用する冷媒量の計算とは計算式が異なります。
安全遮断弁の設置位置判定に使用する冷媒量の計算ついては「4.1  配管仕様の決定」を参照してください。
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	 A.	 冷媒配管分チャージ量
	 	 	 �現地液管サイズと長さより冷媒配管分チャージ量 Bを計算してください。
	 	 	 B. 冷媒配管分チャージ量 (kg)＝

(L１×0.019)＋(L2×0.052)＋(L3×0.10)＋(L4×0.16)
L1:φ6.35 の合計長さ (m)、L2:φ9.52 の合計長さ (m)、L3:φ12.7 の合計長さ (m)、
L4:φ15.88 の合計長さ (m)

冷媒配管サイズ φ6.35 φ9.52 φ12.7 φ15.88

追加冷媒量 [kg/m] 0.019 0.052 0.10 0.16

	 B.	 室内ユニット合計容量分チャージ量
	 	 	 �室内ユニットの合計容量に応じて、追加チャージ量を計算してくだい。

A. 室内ユニット合計容量分チャージ量 [kg] = 室内ユニット合計容量 [kW] x 0.075 [kg/kW]
　	 	 	 ( 例 ) 	 室内ユニットが FDT80型 x 2 台の場合
	 	 	 	 A=(8.0x2) x 0.075 = 1.2kg　

　注意
　安全遮断弁を接続する場合、安全遮断弁分の冷媒チャージは不要です。

（2）	 冷媒の追加封入
●冷媒の封入ははかりを使用して封入してください。
　�液操作弁サービスポートより（1）で算出した量の冷媒を充てんしてください。
　�操作弁を閉じたまま、液側のサービスポートから液冷媒で封入してください。
　�室外ユニット停止状態で規定量が封入できない場合は、室外ユニットのバルブを液側、ガス側ともに全開にし
た後、冷房運転を行いガス側（吸入側）サービスポートから封入します。この際も、ボンベからの冷媒取出
しは液相で行ってください。ただし圧縮機保護のため、ボンベのバルブを絞り気味にするか、液冷媒を霧状
に変換する専用ツールを使用して、ユニットに吸引されたときにはガス化しているように調整してください。

　試運転方法は8章を参照ください。
　�冷媒不足の状態で長時間運転されますと圧縮機の故障の原因となります。（特に運転しながら冷媒封入する場
合は30分以内に完了してください。）

真空ポンプ接続例

重量はかり追加冷媒用
ボンベ

室内ユニットへ

ゲージマニホールド
Lo開 閉

Loノブ
Hi
Hiノブ

操作弁

液管

ガス管

室外ユニット

サービスポート
(チェックジョイント）
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お願い
配管長と室内ユニット合計容量から算出した冷媒量をサービスパネル裏面の冷媒量記入銘板に記入してください。

サービスパネルの裏にあります。

〈FDCP1121,1401LXZの場合〉　　　　	

冷媒量記入銘板
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〈FDCP1601LXZの場合〉　　　　	

冷媒量記入銘板

ご注意
機器の保守・サービス時に必要です。ご記入ください。
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4.5 断熱・防露

1.	 冷媒配管（ガス管、液管とも）の防露断熱工事を行ってください。
　	 	 断熱工事は、気密試験のときに漏えいを検出可能なように、気密試験実施後に行ってください。
　	 	 埋設配管途中に配管継手がある場合は、接続箇所の点検が可能なように点検口などを設けてください。
　	 	 配管接続部が天井内にある場合にも点検口を設けてください。
　	 	 防露断熱工事に不備があると、水漏れまたは露たれが発生し、家財などを濡らす原因となることがあります。
2.	 また、断熱性が低いと断熱不良や電線劣化の原因となります。断熱材は 120℃以上の耐熱性があるも

のをご使用ください。耐熱性が低いと、断熱材が劣化し、防露断熱性が低下します。
	 	 (1)	 �ガス管は冷房運転時、配管に結露したものがドレン水となり水漏れ事故となることがあります、また、

暖房時には吐出ガスが流れ、管表面温度が高温になるため、人に接触するとやけどなどの危険性が
あるため、断熱してください。

	 	 (2)	 �室内ユニットのフレア接続部分は断熱材（パイプカバー）で断熱してください。
	 	 (3)	 �断熱はガス側、液側配管とも両方に行ってください。その断熱材と配管を密着させて隙間ができな

いように接続線と共に外装テープで巻いてください。
	 	 (4)	 �本エアコンは JIS 露付条件で試験を行い不具合のないことを確認しておりますが、相対湿度 70％

を超える天井内などでは、ガス側液側配管ともに厚さ20mm以上の断熱が必要となります。
	 	 	 �周囲の露点温度が 28℃以上、または相対湿度 80％以上となる場合はさらに10〜 20mmの断熱

材を取付けてください。

内外接続電線
外装テープ

ガス管

断熱材

液管

バンド (付属品) パイプカバ－（付属品）
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5 ドレン配管工事
●�室外ユニットからのドレンが問題になる場所では、別売品のドレンエルボ、ドレングロメットを利用して
ドレン配管を施工してください。

●室外ユニットの底板には凝縮水を排出する穴が３ヶ所有ります。
●�凝縮水を排水口などに導くときは平置き台（別
売品）やブロックなどに載せて据え付けてくだ
さい。

●�図のようにドレンエルボを接続し、他の穴はグ
ロメットでふさいでください。

6 電気配線
電気工事は電力会社の認定工事店で行ってください。
電気工事は「電気設備に関する技術基準」および「内線規程 JEAC8001（最新版）」に従い施工してください。
電源は、室外ユニット・室内ユニットそれぞれ別電源です。
電気ヒーター（別売品）を組込む場合は、電源仕様、配線仕様および配線個数が異なりますので、ご注意ください。

� 漏電しゃ断器を設置ください。感電、火災事故防止のため漏電しゃ断器の設置が義務付けられています。
    ��（本機はインバーター装電を有するので漏電しゃ断器の誤動作防止のため衝撃波不動形かつ高調波対応形を使用してくだ

さい。）

お願い
�電源線のアース工事を必ず行ってください。アース線はガス管、水道管、電話や他のアース線
に接続しないでください。アースが不完全な場合は感電や誤動作の原因になることがあります。
電線は銅以外のものを使用しないでください。
�同一系統内の室内ユニットの電源は、必ずすべて同時ON・OFFになるようにしてください。
�衝撃波不動形かつ高調波対応形の漏電しゃ断器の取付けが必要です。漏電しゃ断器が取付けら
れていないと、感電や火災の原因になることがあります。電源は工事が完了するまで入れない
でください。サービスは電源を切ってから行ってください。
�力率改善用進相コンデンサは絶対に取付けないでください。（力率改善されないだけでなく、異
常過熱事故を起こします。）
電源配線は電線管を使用してください。
�配線接続後、電装品箱内の各電気部品のコネクタ抜けや端子外れがないことを確認し、サービ
スパネルを確実に取付けてください。
 （取付け不良などにより水が浸入すると誤動作や故障の原因になります。）
�機外では弱電配線（リモコン線、信号線）と他の強電配線は同一の場所を通さないように配線
してください。電気ノイズの影響を受け誤動作や故障の原因になります。
�変則 V結線（三相 200Vと単相 100Vの両方を作る結線）となっている変圧器には接続しな
いでください。もし変則V結線となっている変圧器に多くのエアコンを設置すると本機から発生
する高周波の影響により100Vの電子機器が誤動作または故障するおそれがあります。
電源配線および信号線は必ず電源端子台に接続しユニット内の配線固定用クランプで固定くださ
い。
配線は配管などと接触しないように固定してください。

ドレンエルボ（１個） ドレングロメット
（２個）

市販の硬質塩ビパイプ一般管 VP-16
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6.1 配線系統図

下図の例のように配線接続を行ってください。

200V 三相 50／60Hz

［配線接続の例］

XY

TB1 TB2

200V 単相 50／60Hz
（または200V 三相 50／60Hz）

XY

XY XY

XY XYAB

リモコン1 リモコン2

リモコン線

室内ユニット2室内ユニット1

室外ユニット1

D種
(第3種)
接地工事

D種(第3種)
接地工事

室内ユニット3

リモコン3

AB AB121212
電源線

漏電しゃ断器

配線用しゃ断器

電源
(室外側)

電源
(室内側)

電源線

信号線

漏電
しゃ断器

配線用
しゃ断器

� 漏電しゃ断器が地絡保護専用の場合、別途配線用しゃ断器の設置が必要となります。
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6.2 電源接続要領

1.	 室外ユニット電源仕様

機種 最大電流
(A) 電源 電源用配線太さ

(mm2)
配線こう長

(m)

漏電遮断器
配線用遮断器

（A）

アース線
定格電流
（A）

感度電流（mA）
(0.1sec 以内 )

太さ
(mm2) ねじの呼び

112
17 三相

200V50/60Hz 3.5 25 30 30 30 2 M5
140

160 23 三相
200V50/60Hz 5.5 31 30 30 30 2 M5

●	�配線仕様はCV線を金属管または合成樹脂管配線し、管内に3本以下で電圧降下2%とした場合を示します。
    これ以外の条件は内線規程により実施してください。

お願い
(1) 配線要領は内線規程（JEAC8001）に基づいて決められています｡
(2) 表中のこう長・配線太さは、電圧降下を2％以内とした場合のこう長・配線太さを示します。

配線こう長が上表の値を超える場合は、内線規程に従い配線太さを見直してください。
(3) 漏電しゃ断器が地絡保護専用の場合、別途配線用しゃ断器の設置が必要となります。

2.	 配線取出し方向
●	４.2に示す図のとおり配線の取出しは前・右・下・後が可能です。
●	現地配線接続時、外銘板の貫通穴のハーフブランクをニッパにて切断し切り落としご使用ください。
●	�ドレン集中排水の際には、配線 ･配管の取出し口は下抜き以外をご利用ください。下抜きをご利用の場

合は、ドレン水の流出がないよう十分シールしてください｡
●	�後ろ方向接続する場合は、配線抜き穴は配管と同じノックアウト穴をご使用ください。後ろ方向接続で丸穴

をご利用の場合は、スパイラルチューブで配線を保護してください。

3.	 電源配線接続時の注意
●�	�アース線は電源線接続前に接続してください。また、端子台にアース

線を接続するときは、アース線を電源線より長くし、アース線にテンショ
ンがかからないようにしてください。

●�	�電源は工事が完了するまで入れないでください。サービスは電源を
切ってから行ってください。

●	アース工事はD種（第３種）接地工事に基づき実施してください。
●	電源配線は必ず電源端子台に接続してください｡
●	�電源端子台への接続は、丸型圧着端子を使用ください。1個の端子に2本接続する場合は、圧着端子が背

中合わせになるよう配線ください。また、その場合線径の細い配線が上になるように配線してください。
●�	配線は指定の電線を使い確実に接続し、端子部に外力が加わらないように固定ください。
●	�端子のねじ締め付けには、適正なドライバーを使用してください。端子ねじを締めすぎるとねじを破損する可

能性があります。
●�	電源工事終了後、電装品箱内の各電気部部品のコネクタ抜けや端子外れがないことを確認ください。

線径：細
線径：太

端子台 圧着端子

丸形圧着端子 電線
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6.3 信号線接続要領

本機はスーパーリンクⅡ(以下「SLⅡ」)による通信方式となります。
ただし、同一の通信系統内に旧通信方式スーパーリンク(以下「旧 SL」)による接続がある場合、旧 SLでの通
信となります。旧 SL の接続要領は技術資料を確認してください。

通信方式 スーパーリンクⅡ（SLⅡ）
室外ユニットの設定（SW5-5） OFF（出荷時設定）
同一ネットワーク内の室内ユニット台数 最大128台
同一ネットワーク内の室外ユニット台数 最大32台
信号線（合計長さ） シールド線（MVVS）0.75mm2を使用する場合は1500ｍまで

シールド線（MVVS）1.25mm2を使用する場合は1000ｍまで
（最長長さ） 1000ｍまで
ネットワークに接続可能な機器 SLⅡ対応機（FD〇△△△1　LXZシリーズ）

●�	 �信号線は DC5V ですので絶対に 200V の配線を接続しないでください。基板上の保護ヒューズが動作し
ます。保護ヒューズが動作した場合、以下のとおりに対応してください。

	 ①�電源OFFしてから配線を修正し、信号線に200Vが印加されないようになっていることを確認してくださ
い。

	 ②�室内ユニットの場合、CNK1→ CNK2に切換およびジャンパ線 JSL1を切断してください。
	 ③室外ユニットの場合、CNX1→ CNX2に切換およびジャンパ線 10を切断してください。
	 ④�電源投入前に信号線端子台抵抗をご確認ください。信号線端子台抵抗が 100Ω以下の場合は、電源線

を信号線端子台に接続している可能性があります。
	 �抵抗値が 100Ω以下になる場合は同一ネットワーク上の室内ユニット台数を減らすため、一時的に信号線を

外して複数のネットワークに分離し、個別に確認してください｡
●	 A1・B1に室内・室外ユニット間信号線をつないでください。
●	 A2・B2に室外ユニット間信号線をつないでください。
●	 室内外線接続（信号線）は0.75～ 1.25mm2 x 2 芯のシールド線を使用してください。
●	 信号線は電源線と分離してください。
●	 シールド線の両端は、室外ユニットと室内ユニットでそれぞれ接地するようにしてください。
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（1）室外ユニット1台の場合

室外信号用端子台

室内信号用端子台

●室内外ユニット信号線は電源投入後に自動で極性を決定するため、下図、いずれも可能です。

※一度電源投入して極性が確定した後にA,Bの接続を入れ替えるとE5となり運転ができ
　ません。

B1A1

BA BA BA

A1

B1

A1

B1B

A

B

A

（2）室外ユニットが複数台の場合
	 ケース1の場合

A
B

A
B

A
B

A
B

A1･B1 A2･B2 A1･B1 A2･B2

室外ユニット

室内ユニット

室外ユニット

室内ユニット

室内ユニット 室内ユニット 冷媒配管

信号線

	 ケース2の場合

室内ユニット 室内ユニット

室内ユニット 室内ユニット

室外ユニット

A
B

A
B

室外ユニット

A
B

A
B

A1･B1 A2･B2 A1･B1 A2･B2

※�この接続方法では、アドレス
の自動設定はできません。
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	 ケース3の場合

室内ユニット 室内ユニット

室内ユニット 室内ユニット

室外ユニット 室外ユニット

A1･B1 A2･B2 A1･B1 A2･B2

A
B

A
B

A
B

A
B

	 ケース4の場合
　　（ループ配線の禁止）

室外ユニット 室外ユニット

A1･B1 A2･B2 A1･B1 A2･B2

室内ユニット 室内ユニット

室内ユニット 室内ユニット

A
B

A
B

A
B

A
B

ご注意

①信号線とリモコン線の誤配線 ②信号線端子台への電源線接続

室内・外ユニット間の誤配線以外に、以下の誤配線があります。ご注意ください。

信号ラインヒューズ(CNK)切れとなる。

室内ユニットリモコン用
端子台

信号線用
端子台

信号線用
端子台

電源用
端子台

X

リモコン線 信号線 電源線（200V） 信号線

Y A B

室内ユニット

1 2 3 A B

配線を見直してください

信号配線がループ状となる
配線不可 ------ 部の配線禁止

※�この接続方法では、アドレス
の自動設定はできません。
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16.4 電源線・信号線結線

配線銘板

配線取出し方向

ネットワークコネクタ

信号線アース

ネットワークコネクタ

信号線アース

アース線はたるみを持たせること

配線クランプ

アース端子

配線ガイド

〈FDCP1121,1401LXZの場合〉

〈FDCP1601LXZの場合〉

●配線を固定し、端子接続部に
外力が加わらないようにして
ください。
●配線は適度に余裕を持たせて
固定してください。

配線クランプ
●配線を固定し、端子接続部に
外力が加わらないようにして
ください。
●配線は適度に余裕を持たせて
固定してください。

●冷媒配管と同様に右横、前、
後、下の４方向に可能です。

配線取出し方向
●冷媒配管と同様に右横、前、
後、下の４方向に可能です。

電源端子台

電源端子台
●Ｄ種接地工事を必ず行ってください。
●他の機種のアース線に接続せず、配線盤
のアース線まで単独の線で工事してくだ
さい。

●配線銘板はサービスパネルの
裏側に固定されています。

配線銘板
●サービスパネルの裏側に貼り
付けてあります。

●Ｄ種接地工事を必ず行ってください。
●他の機種のアース線に接続せず、配線盤
のアース線まで単独の線で工事してくだ
さい。

お願い
●電源端子台への結線は、Ｍ５用の下図圧着端子を使用してください。

12mm以下 6.6mm以下

●信号端子台への結線は、M3.5 用の下図圧着端子を使用してください。

12mm以下 6.6mm以下

圧着端子端子台

　　　　　　

締付トルク (N・m)
M3.5 信号線端子台 1.2 ～ 1.4
M6 電源端子台 2.5 ～ 2.7
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7 コントローラの設定 
本制御システムでは、複数の室外ユニットと室内ユニットおよびリモコンを、各コントローラ内のマイコンに
より通信制御するものです。アドレスの設定は室外ユニットと室内ユニットの両方とも行ってください。
SLⅡ未対応の室外ユニット、室内ユニット、集中制御機器が接続されているネットワークに信号線を接続する
場合は技術資料を参照してください。

7.1 アドレス設定の種類

アドレス設定方法は下記の方法があります。本説明書をよく読んでご使用願います。
各ケースの配線例は6.3の図を参照してください。

SW7～ 9以外は触らないでください。感電の恐れがあります。

通信方法 SL Ⅱ

アドレス方法 手動 自動

冷媒系統が１系統の場合（信号線が冷媒系統をまたがない場合） OK OK

複数の冷媒系統を信号
線で接続する場合	
( 例えば集中制御を行う場合)

ケース１	 複数の冷媒系統を接続する信号線が室外ユニット間で接続されてい
る場合	
( ネットワークコネクタを外した際に各冷媒系統が1系統ずつに分離
される状態 )

OK OK

ケース２, ３　�複数の冷媒系統を接続する信号線が室内ユニット間で接続されてい
る場合

OK ×
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7.2 ユニットアドレスの設定

1.	 室内ユニット・室外ユニットともに電源が入っていないことを確認してください。
2.	 室内ユニット・室外ユニットそれぞれの基板上のスイッチにより、アドレスNo. の設定を行ってくだ

さい。
室内基板上の設定 SW1～ 4および SW5-2、室外基板（PCB1）上の設定 SW1、2を「アドレス設定
方法一覧」の表のように設定してください。

プリント基板
（PCB1）

［室内基板（FDTの場合）］

［室外基板］

SW5

SW3 SW1 SW2 SW4

［室内基板（FDTの場合）］

プリント基板
(PCB1)

［室外基板］

アドレスNo. 設定 SW
100の位 10の位 １の位

室内
アドレスNo.
設定用

SW5-2
OFF：0
ON：1

SW1 SW2

室外
アドレスNo.
設定用

ー SW3 SW4

アドレスNo. 設定 SW
10の位 １の位

室外
アドレスNo.
設定用

SW1 SW2

ON

1 2

SW1～4 SW5

SW5-2

この溝に⊖ドライ
バー(精密ドライ
バー)を差し込んで
矢印を番号に合わ
せてください。

SW1, SW2
この溝に⊖ドライ
バー(精密ドライ
バー)を差し込んで
矢印を番号に合わ
せてください。
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●アドレス設定方法一覧［　　］内は旧 SL 用の数値

SL Ⅱ対応機

室内ユニットアドレス設定 室外ユニットアドレス
設定

室内No.SW 室外No.SW 室外No.SW

手動アドレス 000～127［47］ 00～31［47］ 00～31［47］

1冷媒系統自動アドレス 000 49 49

複数冷媒系統自動アドレス（SLⅡのみ） 000 49 00 ～ 31

本表以外の数値にしないでください。エラーが出る場合があります。

【手動アドレス設定】
①室外ユニットのアドレス設定を行います。
　�室外No. スイッチ (室外ユニット基板上の SW1,2) を 00～ 31の範囲で設定してください。
　ネットワーク上の他の室外No. と重複しないように設定してください。
②室内ユニットのアドレス設定を行います。
　�・室内No. スイッチ (室内ユニット基板上のSW1,2、SW5-2) を 000～ 127の範囲で設定してください。

室内No. スイッチはネットワーク上の他の室内No. と重複しないように設定してください。
・室外No. スイッチ（室内ユニット基板上の SW3,4）は①で設定した、それぞれの室内ユニットと接続
されている室外ユニットの室外ユニットアドレスと同一となるように設定してください。

アドレス設定例（手動）アドレス設定例（手動）

同一系統の室外No.設定 同一ネットワークでは重複しないようにしてください。

他系統親・子機No.との重複しないようにしてください。

室外ユニット（親）
SW4-7 OFF
室外No.20

室内ユニット
室外No.20
室内No.01

室内ユニット
室外No.20
室内No.02

室内ユニット
室外No.20
室内No.03

室内ユニット
室外No.21
室内No.04

室内ユニット
室外No.21
室内No.05

室内ユニット
室外No.21
室内No.06

室外ユニット（親）
SW4-7 OFF
室外No.21

は信号線（A・B）を示します。

は冷媒配管を示します。

③室外ユニットの電源を入れてください。
④室外ユニットの電源を投入してから1分以上経過後に、室内ユニットの電源を入れてください。
⑤�室外ユニット ( 組合せ機の場合は親機 ) の 7セグメントにC40のコードにて表示される室内ユニット台
数と実際に冷媒配管が接続されている室内ユニットの台数が一致するか確認してください。

※手動アドレス設定時はリモコンでアドレス変更はできません。
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.【自動アドレス設定】
冷媒系統が 1系統の場合 
①室外ユニットのアドレス設定を行います。
　�室外No. スイッチ ( 室外ユニット基板上の SW1,2) が出荷時の 49に設定されていることを確認してくだ
さい。

②室内ユニットのアドレス設定を行います。

　�接続されているすべての室内ユニットのアドレス設定が以下のように設定されていることを確認してくだ
さい。

　・室内No. スイッチ (室内ユニット基板上の SW1,2) が出荷時の 000
　・室外No. スイッチ (室内ユニット基板上の SW3,4) が出荷時の 49
③すべての室外ユニットの電源を入れてください。
④室外ユニットの電源を投入してから 1分以上経過後に、室内ユニットの電源を入れてください。
⑤�室外ユニットの 7セグメントにC40のコードにて表示される室内ユニット台数と実際に冷媒配管が接続
されている室内ユニットの台数が一致するか確認してください。  

・冷媒系統が複数の場合に自動アドレス設定を行うときは技術資料を参照してください。
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8 試運転・引き渡し
8.1 運転を始める前の確認

1.	 冷媒漏れや、電源線および通信線の誤配線・ゆるみがないか確認してください。
2.	 	電源をOFFにして 10分以上経過後、次の確認を行ってください。

・�電源端子台と接地面を500Vメガーで測って、1MΩ以上であることを確認してください。
1MΩ以下の場合は現地電源回路に不良がないかを確認してください。
据付け直後、もしくは元電源を切った状態で長時間放置した場合には、圧縮機内に冷媒が溜まることに
より、電源端子と接地端子の絶縁抵抗が 1MΩ近くまで低下することがあります。
その場合、元電源を入れてクランクケースヒーターを6時間以上通電することにより、圧縮機内の冷媒
が蒸発しますので絶縁抵抗は上昇します。

・�信号線端子台抵抗を測って、100Ωより大きいことを確認してください。
電源投入前に信号線端子台抵抗が 100Ω以下の場合は、電源線を信号線端子台に接続している可能性
があります。

3.	  運転 6 時間前に電源を ON とし、クランクケースヒーターに通電してください。
通電時間が短かったり、圧縮機内部の温度が上昇しなかったりすると圧縮機を保護するために圧縮機が運転
しない場合があります。
この場合、7セグメント表示には運転可能となるまでの時間を表示します。 最大で 2.5 時間かかることが
あります。
通電を継続してクランクケースヒーターにより圧縮機の内部温度が上昇してから試運転を行ってください。

コード表示部 内容 データ表示部

dLH
暖房運転ができない状態です。
冷房運転は行うことができます。

001～ 150で運転可能となるま での時間 
[ 分 ] を表示します。

4.	  圧縮機底部が暖かくなっていることを確認してください。( 外気温＋ 5℃以上 )
5.	 � �室外ユニットの操作弁（ガス・液）は全開にしてください。閉のまま運転しますと圧縮機が故障する

場合があります。
6.	  �全室内ユニットの電源が入っていることを確認してください。一部の室内ユニット電源が入っていな

い場合、故障の原因になります。

	 	 ご注意

	 		 試運転前に操作弁 (ガス・液 )の全開をチェックしてください。閉状態では圧縮機故障の原因になります。
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8.2 安全対策確認モード

安全対策機器（安全遮断弁、冷媒漏えい検知器など）の接続確認を行ってください。正しく接続されていな
い場合、安全対策機器が正常に動作しない恐れがあります。

安全対策確認モード
安全対策確認モードは安全対策機器が正しく接続されているか確認する際に使用する機能です。
設定中は E23（冷媒漏えい検知）となった室内ユニットがあっても他室内ユニットにはエラーコードが表示
されません。
冷媒漏えい検知器の接続検査信号を用いて室内ユニット毎に安全対策機器が接続されているか確認すること
ができます。
安全対策機器の接続方法については、各安全対策機器と室内ユニットの据付説明書を参照してください。

・通常時
冷媒漏えい検知器から漏えい検知信号が発信されると、室内ユニットから室外ユニットに信号が伝わります。
通常時は室外ユニットから他の室内ユニットにも漏えい検知信号が伝わり、各室内ユニットで E24 を表示
します。

室外ユニット

室内ユニット

E24 E24 E23 漏えい検知信号

冷媒漏えい
検知器

室内ユニット室内ユニット

安全遮断弁 安全遮断弁
閉開開

安全遮断弁

・安全対策確認モード設定中
安全対策確認モード設定中は、室外ユニットは室内ユニットから漏えい検知信号を受け取っても他の室内ユ
ニットに信号を伝えません。
そのため他の室内ユニットにはエラー表示を出すことなく、室内ユニットに接続された安全対策機器の動作
を確認することができます。
冷媒漏えい検知器に対して室内ユニットの親子設定を行っている場合は、安全対策モード設定中でも子室内
ユニットには E23のエラーが表示されます。

E23

室外ユニット

室内ユニット

エラー表示なし エラー表示なし 接続検査信号

冷媒漏えい
検知器

室内ユニット室内ユニット

安全遮断弁 安全遮断弁
閉開開

安全遮断弁

E23E23

室外ユニット

子室内ユニット

冷媒漏えい検知器に対して室内ユニットの親子設定を行っている場合

冷媒漏えい検知器に
対しての親子設定

エラー表示なし

冷媒漏えい
検知器

親室内ユニット室内ユニット

安全遮断弁 安全遮断弁
閉閉開

安全遮断弁

接続検査信号

室内ユニットの親子設定と、漏えい検知時の各機器の詳細な動作については安全対策マニュアルを参照してください。
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安全対策機器接続確認手順
1.	 すべての室内ユニットが停止していることを確認してください。
2.	 室外ユニットの 7セグメント [P84] が 0に設定されていることを確認してください。
3.	 室外ユニットの 7セグメント [P84] を 1に設定してください。
4.	 各冷媒漏えい検知器から室内ユニットに接続検査信号を送ってください。
	 �オプションの冷媒漏えい検知器 (RLD-KIT) は押ボタンを2回長押し(3 秒×2回 )することによって検査信

号を発信することができます。
	 �検査信号が冷媒漏えい検知器から送信されると警報音が鳴り始め、LEDランプが赤色に点滅します。(出荷

時設定。警報機能をOFFとした場合は警報音は鳴りません。)

押ボタン
ブザー

RLD-KIT

冷媒検知器

LEDランプ

	 詳細は冷媒漏えい検知器の据付説明書を参照してください。
5.	 接続検査信号を受信した室内ユニットに接続された安全対策機器が作動します。正しく動作しているこ

とを確認してください。
	 正しく動作しない場合は接続が誤っていないか確認してください。各機器の動作は以下のとおりです。

	 室内ユニット/リモコン
	 リモコンにE23のエラー表示が出ることを確認してください。
	 リモコンの警報機能がONになっている場合、 画面が点滅し、 警報音が鳴り始めます。
	 �冷媒検知警報機を共有設定している場合は、 親子設定を行っているすべての室内ユニットに接続されたリモ

コンにE23 が表示されます。

	 安全遮断弁
リモコンの操作または LEDの点灯パターンから、 安全遮断弁が閉じたことを確認してください。

注意
リモコンで確認する場合、 誤った組合せの室内ユニットと安全遮断弁が配線されていても検知するこ
とはできません。

室内ユニットと安全遮断弁を複数台設置する場合は、 安全遮断弁本体の LED点灯パターンによる動作
確認にて、室内ユニットと安全遮断弁が正しい組合せで配線されているか確認することを推奨します。
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	 < 安全遮断弁の LED点灯パターン>
基板の LED点灯パターンから安全遮断弁が閉じたことを確認してください。

安全遮断弁基板の LED点灯パターン
LED

緑 赤
安全遮断弁開 連続点滅 消灯
安全遮断弁閉 連続点滅 3回点滅

	 各機器の詳細な動作に関しては各機器の据付説明書および安全対策マニュアルを参照してください。
	 その他現地手配の安全対策機器を使用する場合は各機器の案内に従って動作を確認してください。
6.	 各機器の動作を確認した後、以下の手順でエラーの解除を行ってください。
	 (1) 冷媒漏えい検知器の押ボタンを1回押すと警報音が止まります。
	 (2) 冷媒漏えい検知器の押ボタンを3回押すとLEDランプが緑に点灯します。
	 (3)リモコンの運転 /停止ボタンを押すとエラーが解除されます。

運転/停止ボタン

リモコン

7.	 すべての室内ユニットの安全対策機器の接続を確認したら、室外ユニットの 7セグメント[P84]を 0に設定
し、安全対策確認モードを解除してください。

安全対策確認モードは室外ユニットのコンプレッサーを運転開始した場合にも解除されます。
再度安全対策確認モードに設定したいときは、7セグメント[P84]を一度0に設定した後に1に設定してください。

8.	 試運転前にすべての室内ユニットの電源をOFFにして 20秒後に再度電源をONにしてください。
	 この動作を行わない場合、安全遮断弁が閉じたままとなる場合があります。
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<リモコンを使用した確認方法＞
下記のリモコン操作により安全遮断弁の詳細が表示されることを確認してください。
１）� トップ画面にある“メニュー”を押してください。 2） “サービス設定”を押してください。

3)� “サービス・メンテナンス”を押してください。 4） サービスパスワードを入力してください。

5）� “安全システムメンテナンス”を押してください。 6） “遮断弁メンテナンス”を押してください。

7）� “遮断弁状態”を押してください。 8）� �遮断弁状態の画面が表示され、液遮断弁とガス	
遮断弁がクローズと表示されれば完了です。
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8.3 試運転

試運転を行い、機器が正常に運転することを確認してください。

1.	 室外ユニットからの試運転
	 	 �室外基板の SW5-1 と SW5-2 のスイッチまたは、外部入力端子のON／OFFを用いて室外ユニット

から試運転ができます。室外ユニットから試運転を実施した場合、接続されたすべての室内ユニット
が運転します。

	 	 ご注意：�試運転中は、室内ユニットのリモコンからの操作 (変更 ) はできません。(集中管理中の表示が出ます。)
（1）冷房 /暖房の決定
	 	 試運転を行うモード (冷房 /暖房 ) を選択し、設定してください。
＜スイッチで設定する場合＞ ＜外部入力で設定する場合＞
SW 5-2 ON 冷房 試運転外部入力 2を割り当てた外部入力端子を短絡 冷房
SW 5-2 OFF( 出荷時設定 ) 暖房 試運転外部入力 2を割り当てた外部入力端子を開放 暖房

	 	 スイッチで設定する場合、外部入力は開放としてください。
	 	 外部入力で設定する場合は SW 5-2 はOFFとしてください。

	 	 外部入力への割り当て方は「9.1　制御の切り替え」を参照してください。

（2）試運転の開始
	 	 以下のいずれかの方法で試運転を開始します。
	 	 ＜スイッチで試運転を開始する場合＞	 ＜外部入力で試運転を開始する場合＞	

	 	 SW 5-1 をOFF→ONに切り替え	 試運転外部入力 1を割り当てた外部入力端子を開放→短絡

（3）運転確認
	 	 �室内ユニット、室外ユニットがすべて正常に運転し、室内ユニットから冷風（または温風）が

出るのを確認してください。
（4）試運転の終了
	 	 試運転を開始した方法に応じて試運転を終了させます。
	 	 ＜スイッチで試運転を開始した場合＞	 ＜外部入力で試運転を開始した場合＞

	 	 SW 5-1 をON→OFFに切り替え	 試運転外部入力 1を割り当てた外部入力端子を短絡→開放

2.	リモコンからの試運転
	 	 �リモコンからの操作により、試運転を実施できます。
	 	 �リモコンから試運転を実施した場合、そのリモコンが接続されている室内ユニットのみ運転を開始し

ます。
	 	 リモコンから実施できる試運転は冷房運転のみとなります。

（1）冷房試運転の開始
	 	 ①	 ��運転／停止  ボタンを押して運転します。
	 	 ②	 運転切替  ボタンにより「冷房」を選択します。
	 	 ③	 �試運転  ボタンを 3秒以上押します。
	 	 ④�	 �「冷房試運転▼」の表示で、セットボタンを押すと、冷房試運転を開始します。表示は「冷房試運転」

となります。
（2）運転確認

室内ユニット、室外ユニットがすべて正常に運転し、室内ユニットから冷風が出るのを確認してください。
（3）	冷房試運転解除
	 	 ⑤	 ���運転／停止  ボタンまたは、温度設定 ∧  ボタンを押すと、冷房試運転を終了します。「冷房試

運転」表示は消灯します。
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8.4 引き渡し

ご注意：配管工事者の方または電気工事者の方へ
�試運転終了後、お客様へお引渡しの前に、サービスパネルが取付けてあることをもう一度ご確認ください。
●�据付、試運転完了後、取扱説明書および R32 冷媒施工時チェックシートにそってお客様に使用方法、お
手入れの方法を説明してください。また、据付説明書は取扱説明書とともにお客様にて保管いただくよう
にご依頼ください。

●�長時間運転しない場合でも、電源スイッチは切らないようにご説明ください。暖房や冷房運転をしたいと
きいつでも運転が可能となります。(クランクケースヒーターにより圧縮機底部が暖められているためシー
ズンインの圧縮機トラブルを防ぐことができます。)

● �JRA GL-14 「フロン類を用いた冷凍空調機器の冷媒漏えい防止ガイドライン」に基づく漏えい点検記録
簿の管理と定期的な冷媒漏えい点検のお願い
�設置が完了したら、漏えい点検記録簿を作成しお客様に保管していただくようにご説明ください。
漏えい点検記録簿に気密試験の結果、設置の際の冷媒追加充てん量、漏えい点検の結果を記録してくださ
い。

●�本製品を所有されているお客様へ
　�製品の性能を維持していただくために、また、冷媒フロン類を適切に管理していただくために、定期的な
冷媒漏えい点検（有償）をお願い致します。

　��漏えい点検時には、漏えい点検資格者によって「漏えい点検記録簿」、機器を設置したときから廃棄する
ときまでのすべての点検記録が記載されます。本製品の引渡しの際には、本製品の設置工事をされた工事
業者様より「漏えい点検記録簿」を受け取り、記載内容の確認と記録簿の管理（管理委託を含む）をお願
い致します。なお、詳細は下記のサイトをご覧ください。

●本製品を設置する工事業者様へ
　�本製品をご使用になるお客様には、製品の性能を維持していただくために、また、冷媒フロン類を適切に
管理していただくために、上記ガイドラインに基づいた「漏えい点検記録簿」による定期的な冷媒漏えい
点検をお願いしております。

　�本製品の据付後、所定の漏えい点検作業を行い「漏えい点検記録簿」を作成いただいた後、お客様に点検
周期についてご説明いただき、取扱説明書・据付説明書とともに、お客様で保管いただくように依頼して
ください。

　�なお、冷媒漏えい点検には、漏えい点検資格が必要です。
　�漏えい点検資格制度、「漏えい点検記録簿」の用紙については、以下の日設連ホームページをご覧ください。

　JRA GL-14 は、　https://www.jraia.or.jp
　フロン漏えい点検制度は、　https://www.jarac.or.jp/ 
● �JRA GL-16「微燃性(A2L)冷媒を使用した業務用エアコンの冷媒漏えい時の安全確保のためのガイドライン」

に基づく安全対策システムの回路検査のお願い
　 点検保守業者または管理者は1年に1回以上、安全対策システムの回路検査を実施する必要があります。
　 �検査結果は室内ユニットに付属されているメンテナンス記録表に記録し保管していただくようにご説明く

ださい。
　 検査方法については安全対策マニュアルを参照してください。
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9 その他の設定 
室外ユニットの制御内容は、下記のとおり基板上のディップスイッチと 7セグ上の P○○にて切換えるこ
とができます。

7セグ上のP○○切換時は、SW８(7セグ表示アップ：1位)、SW９(7セグ表示アップ：10位)および
SW7(データ書込／決定)長押しにて設定することができます。

9.1 制御の切換

外部入力端子の短絡、開放を切換えることで機能を変更することができます。

外部入出力端子仕様

名称 機能割当の7セグメント
のコードNo. 出荷時設定 仕様 基板側コネクタ 手配コネクタ

外部入力CNS1 P07 外部運転入力	
(出荷時短絡)

無電圧接点	
(DC12V)

日本圧着端子製造㈱	
B02B-XAMS-1-T(LF)(SN)

日本圧着端子製造㈱	
XARP-02V-B

外部出力CNZ1 P06 割当なし DC12V出力 モレックス	
5566-02A-RF ー

外部入出力端子の位置
 

プリント基板
(PCB1)

CNZ1

CNS1
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外部入力端子CNS1の機能は7セグメント上の外部入力機能割当(P07)で下表のように切換えることができます。

外部入力に割当てる機能 7セグメントの設定 外部入力端子短絡時 外部入力端子開放時

外部運転入力 0 許可 禁止

デマンド入力 1 1 無効 有効

冷暖強制入力 2 暖房 冷房

静音モード 1 3 有効 無効

室外ファン防雪制御入力 5 有効 無効

試運転外部入力 1(SW5-1 同など ) 6 試運転 通常

試運転外部入力 2(SW5-2 同など ) 7 冷房 暖房

静音モード 2 8 有効 無効

冷媒回収時 EEV全開モード 12 有効 無効

電流デマンド入力 1 13 無効 有効

室外ユニット強制パワフルモード
(FDCP1601LXZのみ ) 16 有効 無効

室外ユニット強制バランスモード
(FDCP1601LXZのみ ) 17 有効 無効

室外ユニット強制エコモード
(FDCP1601LXZのみ ) 18 有効 無効

室外ユニット冷媒漏えい検知入力 19 有効 無効

外部入力端子の短絡 /開放切替方法
外部入力端子に短絡用コネクタを挿すと短絡状態となります。外すと開放状態となります。

外部入力端子

短絡用コネクタ

外部出力端子CNZ1の機能は7セグメント上の外部入力機能割当 (P06)で
下表のように切換えることができます。

外部出力に割当てる機能 7セグメントの設定

運転出力 0

異常出力 1

コンプON出力 2

ファンON出力 3



50

室外ユニットの制御内容は、下記のとおり基板上のスイッチまたはジャンパ線と7セグメント上のコードNo.に
て切換えることができます。

制御 制御内容
制御切替方法

基板上 SW設定 7セグメント上のコードNo. 設定 外部入力

冷暖強制モード
冷房、暖房の運転モードを
固定します。
リモコンから冷暖房の切替
ができなくなります。

SW3-7:OFF 制御無効
           ( 出荷時設定 )	
SW3-7:ON 制御有効

使用する外部入力の機能割当を 2に設
定

短絡：強制暖房	
開放：強制冷房

運転優先切替 リモコンからの冷暖房切替
の優先度を変更します。 －

P01の設定値によって切替	
0：先押し優先 (出荷時設定 )
1：後押し優先

－

能力デマンド
モード

設定したデマンド率に合わ
せて空調能力を下げること
で消費電力を抑えた運転を
行います。

SW4-7:OFF, SW4-8:OFF※1

 (出荷時設定)         80％
SW4-7:ON , SW4-8:OFF※1 

60%
SW4-7:OFF, SW4-8:ON ※ 1 

40%
SW4-7:ON , SW4-8:ON ※ 1 

0%

使用する外部入力の機能割当を 1に設
定
P04 に 0%、40%、60%、80% か ら
デマンド率を設定

短絡：制御無効	
開放：制御有効

電流デマンド
モード

設定したデマンド率に合わ
せて電流値を抑えた運転を
行います。

－
使用する外部入力の機能割当を 13に
設定
P56 に 0%、40% ～ 95%(5% 刻 み )
からデマンド率を設定

短絡：制御無効	
開放：制御有効

通信方式 通信方式を切り替えます。
SW5-5:OFF SL Ⅱ
           ( 出荷時設定 )	
SW5-5:ON 旧 SL 通信

－ －

冷媒漏えい時
応急運転

冷媒漏えい発生時に、漏えい
が発生した部屋とは別の部屋
では、条件を満たした場合は
一定時間空調を続けることが
できます。

－
P85の設定によって切替
0：無効
1：有効

－

室外ファン防雪
制御

運転していない際にも定期
的に室外ファンを回すこと
で、室外ユニットに雪が積
もることを防ぎます。

SW4-5:OFF 制御無効
　　       ( 出荷時設定 )	
SW4-5:ON 制御有効

P03 に室外ファンの運転時間 ( 秒 ) を
10～ 600秒で設定
出荷時設定　30秒

－

外部入力方式切替
(CNS1 のみ )

外部入力の入力方式をレベ
ル入力とパルス入力で切り
替えます。

J13: 短絡 レベル入力
　　 ( 出荷時設定 )	
J13: 開放 パルス入力

－ －

デフロスト切替
デフロスト運転を通常デフ
ロストと強化デフロストで
切り替えます。

J15: 短絡 通常デフロスト
　　 ( 出荷時設定 )	
J15: 開放 強化デフロスト

－ －

省エネモード
(FDCP1601LXZのみ )

室外ユニットを省エネル
ギーに固定します。 －

P04
OFF：無効（出荷時）
000，040，060，080［％］

－

室外ユニット強制
パワフルモード
(FDCP1601LXZのみ )

室外ユニットをパワフル
モードに固定します。
リモコンから省エネモード
の切替ができなくなります。

－ 使用する外部入力の機能割当を 16に
設定

短絡：制御有効	
開放：制御無効

室外ユニット強
制
バランスモード
(FDCP1601LXZのみ )

室外ユニットをバランス
モードに固定します。
リモコンから省エネモード
の切替ができなくなります。

－ 使用する外部入力の機能割当を 17に
設定

短絡：制御有効	
開放：制御無効

室外ユニット強制
エコモード
(FDCP1601LXZのみ )

室外ユニットをエコモード
に固定します。
リモコンから省エネモード
の切替ができなくなります。

－ 使用する外部入力の機能割当を 18に
設定

短絡：制御有効	
開放：制御無効

静音モード

室外ファン、コンプレッサー
の回転数を下げることで、
室外ユニットからの音を抑
える運転を行います。
1⇒ 2 ⇒ 3 の順に、より静
かな運転を行います。

－

使用する外部入力の機能割当に 3か 8
を設定
3：外部入力短絡時は外温によって制

御有効無効を切替
8：外部入力短絡時は常に制御有効
P05の設定値によって静音設定を切替
0：静音設定 0( 出荷時設定 )
1：静音設定 1
2：静音設定 2
3：静音設定 3

短絡：制御有効	
開放：制御無効

室外ユニット冷媒
漏えい検知入力

室内ユニットに接続される
検知器が冷媒漏えいを検知
したとき、室外ユニットか
ら各種安全対策装置に信号
を送信する。

－ 使用する外部入力の機能割当を 19に
設定

短絡：制御有効
開放：制御無効

※1 SWおよび P○○の両方が切り替えられたときに制御が切り換わります。
※2 CnS1に信号を入力した場合に制御が切り換わります。
※3 省エネモードのときは、CnS1に信号を入力しなくても能力制限が有効となります。
各制御の内容の詳細は技術資料を参照してください。
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9.2 チェック運転

チェック運転では、下記①～③を自動的に確認できます。
①操作弁開閉チェック
　�操作弁が開いていることを確認します。
②配線配管アンマッチチェック
	 室内外ユニット間の冷媒配管・信号線が正しく接続されていることを確認します。
③室内膨張弁故障チェック
	 室内ユニット膨張弁の動作可否を確認します。
※据付初回は、試運転の前にチェック運転を行うことを推奨します。
もし是正を要する不適合が有る場合は、修正後再度チェック運転を行ってください。
チェック運転を行わなくても試運転および通常の運転は可能です。
チェック運転の詳しい作業内容については、技術資料を参照してください。

実施条件
・温度範囲：室外温度 0℃～43℃、室内温度：10℃～ 32℃
・室内ユニット合計接続容量：室外ユニット容量の 80%以上
・室内ユニット接続台数：2台以上
　実施条件を満たさない場合、チェック運転は開始できません。
　またチェック運転中に実施条件から外れるとチェック運転を中断することがあります。

重要
・チェック運転は室内外ユニットアドレス設定終了後かつ冷媒封入後に実施してください。
・冷媒量が適正でない場合は正確なチェックができません。
・システムが異常停止中の場合はチェック運転を行うことができません。
・システム通信方式が旧通信方式（旧 SL）の場合は、チェック運転を行うことができません。
・複数の冷媒系統で同時にチェック運転を行わないでください。正確なチェックができません。
・�外気処理ユニットおよび給気処理ユニットはチェックができません。（同一冷媒系統の外気処理ユニットおよび
給気処理ユニット以外の室内ユニットについてはチェックできます）

・�デマンドモードで0％設定になっているときはチェックができません。デマンドモード、省エネモードで0%設
定になっているときはチェックができません。

・�圧縮機内部の温度が低い場合、保護制御によりチェック運転が作動しない場合があります。
　クランクケースヒーターをチェック運転の 6時間前に入れてください。

チェック運転は次の手順で実施ください。
（1）�		�7セグメント［C40］には室内ユニット接続台数が表示されます。
	 	表示されている接続台数が正しいことを確認してください。
（2）�		�SW3-6, SW3-7, SW5-1, SW5-2, SW5-3 のすべてがOFFであることを確認してください。
（3）		�SW3-5をOFFからONにすることでチェック運転を開始します。
	 ※��チェック運転を開始してから終了するまでの所要時間は通常 15～ 30分 ( 最長 80分 )です。
	 　運転状況は7セグメント表示で確認ができます。
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チェック運転時の 7セグメント表示

コード表示 データ表示 表示内容

H1 最大残り時間 チェック運転準備運転中。最大残り時間（分）を表示する。

H2 最大残り時間 チェック運転中。最大残り時間（分）を表示する。

CHO End チェック運転正常終了。

H0 HE 10 分以上表示される場合は、チェック運転が開始できていません。実施条件を確
認してください。

（4）		7セグメント表示に "CHO"と "End" が表示されたらチェック運転は正常終了です。
	 	SW3-5をOFFにしてください。7セグメント表示は通常表示に戻ります。
	 	異常時は 7セグメント表示に以下のエラー表示が出ます。
	 	「ここを点検してください」を参照して、不適合部分を修正し、SW3-5 をOFFにしてください。
	 	その後、再度 (1) からチェック運転を行ってください。

チェック運転終了後の 7セグメントエラー表示

コード表示 データ表示 表示内容 ここを点検してください

CHL ーーー 操作弁が閉じてい
ます。（冷媒回路
の一部が閉塞状
態。）

・室外ユニットの操作弁が閉じたままになっていませんか。
・低圧センサーは正常ですか。（7セグメントにて検知圧力を確認
できます）

・室内膨張弁コイルのコネクタは接続されていますか。
・室内膨張弁コイルが膨張弁本体から外れていませんか。
・室内熱交センサーは正常ですか。（センサーの抜けはありません
か）

CHU 異常室内
No.

冷媒配管・信号線
アンマッチ。
室内No．表示の室
内ユニットに冷媒
が循環していませ
ん。

・室内外ユニット間の冷媒配管・信号線は適正に接続されています
か。

・室内膨張弁コイルのコネクタは接続されていますか。
・室内膨張弁コイルが膨張弁本体から外れていませんか。
・室内熱交センサーは正常ですか。（センサーの抜けはありません
か）

CHJ 異常室内
No.

室内No.表示の室
内ユニットの膨張
弁が適正に動作し
ていません。

・室内膨張弁コイルのコネクタは接続されていますか。
・室内膨張弁コイルが膨張弁本体から外れていませんか。
・室内熱交センサーは正常ですか。（センサーの抜けはありません
か）

CHE ーーー チェック運転異常
終了。

・�室内ユニットまたは室外ユニットにエラー表示（E??）が出ていま
せんか。

・信号線はゆるみなく接続されていますか。
・チェック運転中にSWの設定を変更していませんか。

HL ーーー このコードは、冷
媒流量確認中に確
認動作が中断され
た場合に表示され
ます。

---



53

HU	
HJ

室内ユニット
アドレス
No.

表示されているア
ドレスNo.の室内
ユニットの動作確
認中に確認動作が
中断された場合に
表示されます。

---

CH1 ーーー
室内ユニットの動作
確認ができない場
合に表示されます。

以下の点を確認してください。
・信号配線は正しく接続されていますか?
・室内ユニット温度センサーのコネクタは正しく取付けられています
か?

・すべての室内ユニットに電源が供給されていますか?

CH3 ーーー
室内ユニットの
EEVチェックがで
きない場合に表示
されます。

以下の点を確認してください。
・室外ユニットの圧力センサーは正しく取付けられていますか？
・室内ユニットのEEVコイルまたはコネクタは正しく取付けられて
いますか？

・すべての室内ユニットに電源が供給されていますか?

CHH ーーー

冷媒の流量が少し
多い場合に表示さ
れます。

以下の点を確認してください。
・室外ユニットに接続されている室内ユニットの台数は正しいですか？
・室内ユニットのEEVコイルまたはコネクタは正しく取付けられて
いますか？

・すべての室内ユニットに電源が供給されていますか?
正しく設置されていても、設置条件や外気温によっては表示されま
す。
テスト運転時に正常に動作していれば問題ありません。

	  ※�上記以外にも異常検知によるエラー表示が出ることがあります。その場合は技術資料を参照して点検してください。

様式１　冷媒漏えい点検記録簿（汎用版） 年　　　　月　　　　日～　　　　年　　　　月　　　日 管理番号

施 設 所 有 者 設備製造者

施 設 名 称 系 統 名 設置年月日

施 設 所 在 地 電 話

使用機器

型 式 製品区分

運転管理責任者 電 話 製 番 設置方式 現地施工

点 検	
事 業 者

会 社 名 責 任 者 用 途 空調用 検知装置 なし

所 在 地 電 話
冷媒量（㎏）

合計充填量 合計回収量 合計排出量 排出係数（％）

使用冷媒 R-32 初期充填量（㎏） 点検周期 基準 実績（月）

サービス時には技術資料を参照してください。
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9.3 撤去時および廃棄時の注意事項

・�室内ユニット/室外ユニットの撤去時および廃棄時には、配管の取外し前に冷媒回収を確実に実施し、室内ユ
ニット/室外ユニットおよび接続配管の冷媒回路内に冷媒残存がないようにしてください。

	 �安全遮断弁を使用している場合は、冷媒回収時には室内ユニットの電源をONとし、安全遮断弁を開にして
ください。

・�撤去時および廃棄時は火気厳禁を原則とし、火気使用の際には冷媒回路内に冷媒残存なきことを確認してく
ださい。

・�冷媒回収する際には、冷媒ホースの接続を確実にし継手からの冷媒漏えいを防いでください。
	 �また回収運転終了後に残圧が再び上昇しないかを確認し、上昇する場合には再度回収運転を実施してくださ
い。

・�冷媒回収する際には7セグメント[P07] 設定を一時的に12に設定し、室外基板上の外部入力端子CNS1コ
ネクタを短絡し室外ユニットの電子膨張弁を全開にしてください。作業後は元どおりに復旧してください。

・冷媒回収の詳細な手順については、技術資料を参照してください。
・�移設ポンプダウンについて、室外温度が高い所や障害物のある環境では正常終了ができずにエラー表示とな
り異常停止することがあります。





三菱重工ビル用マルチエアコン室外ユニット

VoxcelSmart

三菱重工冷熱株式会社

●製品の仕様は改良のため予告なしに変更することがあります。

〒100-8332
〒108-0023

東京都千代田区丸の内三丁目2番3号
東京都港区芝浦２－11－５

三菱重工サーマルシステムズ株式会社


